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京都府立工業高等学校教育用コンピュータ等校内ネットワークシステムの賃貸借に係る仕様書 

本仕様書は京都府立工業高等学校教育用コンピュータ等校内ネットワークシステムを構築するための仕様書である。 

 

1. 品名及び数量 

教育用コンピュータ等校内ネットワークシステム 一式 

 

2. 納入期限 借用期間 

（1） 納入期限 ： 令和6 年8 月31 日 

（2） 借用期間 ： 令和6 年9 月1 日から令和11 年8 月31 日まで 

 

3. 納入場所 

京都府立工業高等学校 

 

4. 適応範囲 

「京都府立工業高等学校教育用コンピュータ等校内ネットワークシステムの賃貸借に係る仕様書」（以下「本仕様書」）は京都

府立工業高等学校に整備する「教育用コンピュータ等校内ネットワークシステム」（以下「本システム」）についてハードウエ

ア及びソフトウエアの調達、関連する工事、設置、設定、試験等を行い、京都府立工業高等学校（以下「本校」）が求めるシス

テムを構築し、賃貸借するための仕様書である。 

     契約について 

    校務・教育用コンピュータシステムで導入した下記項目の所有権については借入期間終了後、本校へ移転するものとする。 

            ・ソフトウェアライセンス   ・Ｈｕｂ、ケーブル類 

     

5. 事業概要 

本システムは京都府立工業高等学校の教職員及び生徒が快適に利用できる教育用コンピュータ等校内ネットワークシステムを

提供するためのものである。本システムの構築により校内ＬＡＮとの接続及び外部ネットワークへの接続機能を利用できるもの

とする。 

 

機器及びシステム構成 

本システムは、表に示す機器及びシステムにより構成される。 

 

表１．サーバ構成 

サーバ関連 数量 

１ 認証サーバ２（仮想サーバ） 

仮想サーバ 

左記サーバは可用性重視し仮想サー

バ上で運用する。構築条件は、担当

者と協議し構築すること。 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

２ ウイルス対策用サーバ 

３ ＷＳＵＳサーバ 

４ イントラサーバ（Ｌｉｎｕｘベース） 

５ 商用Ｗｅｂ回線用プロキシサーバ 

６ ポータルシステム用サーバ 

７ 文書管理システム用サーバ 

８ 図書館システムデータベース用サーバ 

９ イントラサーバ（Ｗｉｎｄｏｗｓベース） 

１０ 企画推進部用サーバ 

１１ 情報科実習用サーバ 

１２ 公開サーバ（Ｗｅｂ、ＤＮＳ、メールサーバ、図書館システム） 

１３ 無線ＬＡＮ管理用サーバ 
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１４ 校内ＨＵＢ監視用サーバ 

１５ シンクライアントサーバ（物理サーバ） ２ 

１６ 認証サーバ１（物理サーバ） １ 

１７ バックアップ用ストレージ １ 

１８ ファイルサーバおよび仮想マシン保存領域用ストレージ １ 

１９ 周辺機器・無停電電源装置 その他 １式 

 

 

表２．パソコン・周辺機器構成 

パソコン関連 数量 

１ 教室用デスクトップ １５３ 

２ 教員用ノートパソコン ６ 

３ 教員用ノートパソコン（ＳＫＹＳＥＡ用） １１ 

４ 生徒用ノートパソコン １２４ 

５ 教員貸出／薄型軽量ノートパソコン １３ 

６ ２１．５型ワイド液晶ディスプレイ １６８ 

７ ２３．８型ワイド液晶ディスプレイ １５ 

８ 配信用ノートパソコン ２ 

９ 教育実習用組立デスクトップパソコン １２ 

１０ ワークステーション １３ 

１１ 企画推進部用ワークステーション ２ 

周辺機器関連   

１２ Ａ３モノクロレーザープリンター １２ 

１３ Ａ３モノクロレーザープリンター（無線対応モデル） ３ 

１４ Ａ４モノクロレーザープリンター ９ 

１５ Ａ３カラーレーザープリンター ４ 

１６ 大型インクジェットプリンター（Ｂ０） １ 

１７ Ａ４モバイルインクジェットプリンター １ 

１８ Ａ３カラーレーザー複合機 ２ 

１９ 高速プリンター １ 

２０ 単焦点プロジェクター ２２ 

２１ ビジネスプロジェクター ７ 

２２ 高輝度プロジェクター（ホール、視聴覚室用） ２ 

２３ モバイルプロジェクター ２ 

２４ 持運び用９０インチスクリーン ２ 

２５ 持運び用７０インチスクリーン ２ 

２６ ケース一体型マグネットスクリーン（７２インチ） ２５ 

２７ 外付け型ブルーレイディスクドライブ ３ 

２８ 外付け型ＤＶＤディスクドライブ １０ 

２９ Ａ３ネットワークスキャナー ２ 

３０ Ａ４スキャナー １ 

３１ デジタルＨＤビデオカメラ ５ 

３２ デジタルカメラ ５ 

３３ 持運び用ワイヤレスマイクシステム 一式 １ 
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３４ 書画カメラ（HDMI 接続用） 6 

３５ 書画カメラ（USB 接続用） 1 

３６ ペンタブレット ６ 

３７ Ａ３対応ＯＭＲ用スキャナー １ 

３８ Ａ４対応ＯＭＲ用スキャナー ３ 

３９ 図書館システム用周辺機器 １式 

４０ 配信システム １式 

４１ ネットワーク機器 １式 

 

 

表３．システムソフトウエア構成 

校務・教育用システム関連  

１ ネットワーク管理監視システム １式 

２ 校内ポータルシステム １式 

３ 文書管理システム １式 

４ 授業支援システム １式 

５ シンクライアントシステム １式 

６ ソフトウェア一覧 １式 

 

 

システム構築要件 

本システムの構築にあたり、全般的な要件を以下に示す。 

（1） 障害時の被害を最小限に止め、直ちに復旧することができるシステムとする。 

（2） 本校の認証及び使用ユーザーとして教職員・生徒あわせて約７００名以上が快適に使用できることを想定したシ

ステムを構築すること。 

（3） 各システムに必要な設定情報（ＰＣ名称、ＩＰアドレス等）は本校担当者の指示に従うこと。また、特に指示がな

い場合には、適宜協議により決定すること。 

（4） 認証システムの設定、設定ポリシー等、本校担当者の指示に従うこと。特に指示がない場合は適宜協議により決定

すること。 

（5） 認証システム、ファイルサーバシステムは障害に備え、冗長化構成をとり、故障発生時でも継続利用ができるシス

テムであること。 

（6） 各システムのシステム及びデータはできる限りファイルサーバへ集約し、データ保護を一括して運用することと

する。また、各ユーザーが作成したファイルを保存するために個人フォルダ、共有フォルダを割り当てること。（各

フォルダはユーザー権限によりセキュリティは守られること） 

（7） ファイルサーバのハードディスクの万一の障害に備え、冗長化構成をとり、故障発生時でも継続利用可能なシステ

ムであること、また、データ格納領域用として、別途信頼性の高いストレージシステムを用意すること。 

（8） サーバの障害に備えバックアップ等が容易に定期的、自動的に行え直ちに修復することができるシステムである

こと。ストレージシステムのバックアップ処理は毎日自動で行われること。 

（9） 今回導入される各クライアントＯＳ（Ｗｉｎｄｏｗｓ）のセキュリティ更新プログラムを自動的に配信できる仕組

みを構築すること。（一部の教室クライアントを除く） 

（10） 一部の教室クライアントは再起動することにより、環境が復元されること。かつ定期的なメンテナンスを集中管理

できること。 

（11） サーバは停電時の自動シャットダウン、修復時の自動立ち上げ等に対応する事ができるシステムであること。尚、

無停電電源装置については、状態監視が行えるシステムであること。 

（12） 無停電電源装置の容量については、サーバ等の使用電力を考慮の上、シャットダウン等に十分な時間を確保するだ
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けのバッテリ容量を確保すること。さらに、電源の電圧が変動してもサーバに安定した電力を供給できる機能を有

すること。 

（13） Ｗｉｎｄｏｗｓサーバに保存されているファイル等についてはウイルス対策を５年間施すこと。尚、ウイルスのパ

ターンファイルは自動的に最新版に更新する機能を有すること。 

（14） 今回導入されるＨＵＢの状態監視を行えるシステムを導入すること。 

（15） 実習用ネットワークとしてブロードバンド接続サービス（固定ＩＰ８）を契約し５年間の継続契約を行うこと。ま

た、ファイアーウォールを設置し、ＤＭＺによる境界部分のセキュリティを保護すること。 

（16） 実習用ネットワークとしてブロードバンド接続サービスを新規契約し、5 年間の継続契約を行うこと。回線の速度

は、1Gbps 以上（ベストエフォート）の回線とする。また、ファイアーウォールを設置し、ＤＭＺによる境界部

分のセキュリティを保護すること。 

（17） 旧システムで使用しているデータは本校担当者と協議の上、新システムへデータ移行を速やかに行うこと。その際、

障害が起きてもデータ消去しないように対策を立て、作業には細心の注意を払うこと。 

（18） 教職員ＰＣ同士でコミュニケーションを行えるシステムを構築すること。 

（19） 仕様書に明記がない場合でも、システム構築に必要な要件は本校担当者と協議し進めることとする。 

 

 

サーバ構築要件 

サーバの構築にあたり、機能及び構築要件を以下に示す。 

（1） 認証サーバ２（仮想サーバ） 

① ユーザー認証を行うためにＡｃｔｉｖｅＤｉｒｅｃｔｏｒｙによるＷｉｎｄｏｗｓドメインを構築する。ま

た、旧認証サーバよりＡＤ情報を引き継ぐこと。 

② 障害時に備えサーバは冗長化構成とし障害発生時も継続利用できるようにすること。 

③ 仮想ＯＳ上に構築すること。 

（2） ウイルス対策用サーバ 

① ウイルス定義ファイルの更新管理が行なえること。 

② セキュリティエージェントプログラムの更新管理が行なえること。 

③ 仮想ＯＳ上に構築すること。 

④ 今回導入する、Ｗｉｎｄｏｗｓサーバおよびクライアントにセキュリティエージェントプログラムのインス

トールを実施すること。（一部クライアントを除く） 

（3） ＷＳＵＳサーバ 

① クライアントＯＳアップデートサーバを構築すること。 

② 仮想ＯＳ上に構築すること。 

（4） イントラサーバ（Ｌｉｎｕｘベース） 

① インターネット接続を代理で行なえるサーバを構築すること。 

② みらいネット経由でのインターネット接続とすること。。 

③ 仮想ＯＳ上に構築すること 

（5） 商用Ｗｅｂ回線用プロキシサーバ 

④ インターネット接続を代理で行なえるサーバを構築すること。 

⑤ 商用Ｗｅｂ回線経由でのインターネット接続とすること。。 

⑥ 仮想ＯＳ上に構築すること 

（6） ポータルシステム用サーバ 

① ポータルシステムを構築すること。 

② 仮想ＯＳ上に構築すること。 

③ 既存システムからのデータ移行を行うこと。データ移行時期は、別途協議すること。 

（7） 文書管理システム用サーバ 
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① 文書管理システムを構築すること。 

② 仮想ＯＳ上に構築すること。 

③ 既存システムからのデータ移行を行うこと。データ移行時期は、別途協議すること。 

（8） 図書館システムデータベース用サーバ 

① 図書館システム用サーバとして利用する。 

② 仮想ＯＳ上に構築すること。 

③ 既存システムからのデータ移行を行うこと。 

（9） イントラサーバ（Ｗｉｎｄｏｗｓベース） 

① ＯＳのインストールを実施すること。 

② 実習授業で使用できるように担当者と協議し設定を行うこと。 

③ 仮想ＯＳ上に構築すること。 

（10） 企画推進部用サーバ 

① ＯＳのインストールを実施すること。 

② 企画推進部で使用できるように担当者と協議し設定を行うこと。 

③ 仮想ＯＳ上に構築すること。 

（11） 情報科実習用サーバ 

① ＯＳのインストールを実施すること。 

② 企画推進部で使用できるように担当者と協議し設定を行うこと。 

③ 仮想ＯＳ上に構築すること。 

（12） 公開サーバ（Ｗｅｂ、ＤＮＳ、メールサーバ、図書館システム） 

① 公開ＷｅｂサーバはＯＳ標準のＷｅｂサーバ機能を利用し、公開サーバを構築すること。 

② 既設メールサーバではメーリングリストを利用しているため、その設定とリストを移行すること。 

③ メールアカウントユーザーが、自身のメールをブラウザから閲覧できるようＷｅｂメールを構築すること。 

④ 公開ＤＮＳサーバは公開用のＤＮＳサーバ機能を有すること。 

⑤ 公開メールサーバは公開用のメールサーバ機能を有すること。 

⑥ 図書館システムを構築すること。 

⑦ 既存メールサーバ及びＷｅｂサーバからのデータ移行を行うこと。 

⑧ 仮想ＯＳ上に構築すること。 

⑨ 公開Ｗｅｂサーバは有償のＳＳＬサーバ証明書を導入し、ＳＳＬ通信化する事。 

（13） 無線ＬＡＮ管理用サーバ 

① 今回導入する全ての無線機器を管理するシステムを設定すること。 

② 無線ＬＡＮ機器の状態監視が行なえるシステムを設定すること。 

③ 仮想ＯＳ上に構築すること。 

（14） 校内ＨＵＢ監視用サーバ 

① 今回導入する全てのＨＵＢを管理するシステムを設定すること。 

② 無線LAN 機器の状態監視が行なえるシステムを設定すること。 

③ 仮想ＯＳ上に構築すること。 

（15） シンクライアント用サーバ 

① シンクライアントシステム用サーバとして利用する。 

② 物理サーバで２台用意すること。 

（16） 認証サーバ１（物理サーバ） 

④ ユーザー認証を行うためにＡｃｔｉｖｅＤｉｒｅｃｔｏｒｙによるＷｉｎｄｏｗｓドメインを構築する。ま

た、旧認証サーバよりＡＤ情報を引き継ぐこと。 

⑤ 障害時に備えサーバは冗長化構成とし障害発生時も継続利用できるようにすること。 

⑥ 物理サーバで構成すること。 
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（17） バックアップ用ストレージ 

① 各Ｗｉｎｄｏｗｓサーバにバックアップソフトウェアを導入し、その保存先として指定された世代を保存で

きる領域を提供すること。 

② バックアップについては、少なくとも週１回、過去２世代のバックアップが自動的に実施出来ること。 

（18） ファイルサーバおよび仮想マシン保存領域用ストレージ 

① ストレージ内はファイルサーバデータ領域、仮想ＯＳ保存領域含め実効容量２０ＴＢ以上とすること。 

② ディスク装置はボリュームの複製機能を有し、ボリュームそのものをコピー出来ること。 

③ コントローラ装置が二重化されており、障害時においても自動で切り替わり、無停止で業務継続できること。 

④ ファイルサーバ領域に正ボリューム・副ボリュームを用意し、正ボリュームの障害時にはデータのリストア

なしで副ボリュームを使用して、業務が継続できること。 

⑤ 共有フォルダはフォルダ階層構造、アクセス権等について、本校担当者の指示に従うこと。また、特に指示

がない場合は、適宜協議により決定すること。 

⑥ 既存共有フォルダのデータ移行については適宜協議により行なうこと。 

⑦ データ格納領域はストレージを利用し、スナップショットやレプリケーションによる筐体内複製が出来るこ

と。既存システムからのデータ移行を行うこと。 

⑧ Ｗｉｎｄｏｗｓ端末からスナップショット領域にアクセスし、ＧＵＩで簡単にファイルのリストアが可能な

こと。 

（19） 仮想サーバ 

仮想サーバを導入し、ハードウエアの導入コスト、運用効率を上げることとする。仮想サーバを導入するサーバ（ハ

ードウエア）は２台構成とし、ハードウエア障害時にも実行中の仮想マシンを物理サーバ間で移行させ、システム停

止させることなく、可用性を実現させること。 

① 以下のサーバは仮想サーバ上で構築することとする。 

• 認証サーバ２（ＡｃｔｉｖｅＤｉｒｅｃｔｏｒｙ、ＤＮＳ） 

• ウイルス対策用サーバ 

• ＷＳＵＳサーバ 

• イントラサーバ（Ｌｉｎｕｘベース） 

• 商用Ｗｅｂ回線用プロキシサーバ 

• ポータルシステム用サーバ 

• 文書管理システム用サーバ 

• 図書館システムデータベース用サーバ 

• イントラサーバ（Ｗｉｎｄｏｗｓベース） 

• 企画推進部用サーバ 

• 情報科実習用サーバ 

• 公開サーバ（Ｗｅｂ、ＤＮＳ、メールサーバ、図書館システム） 

• 無線ＬＡＮ管理用サーバ 

• 校内ＨＵＢ監視用サーバ 

② 仮想サーバのＯＳ仕様は下記の要件を満たすこと。 

• ホストＯＳを必要としないハイパーバイザー型の仮想化ソフトウェアであること。 

• 物理ハードウェアのデバイスドライバをハイバーバイザー上に有し、そのハイパーバイザーが直接ハー

ドウェアのＩ／Ｏを管理できること。 

• 物理サーバに実装するメモリの合計値よりも仮想マシンに割り当てるメモリの合計値を大きくすること

を可能とし、仮想マシンのメモリを共有する機能を保有すること。 

• ６４ＢｉｔのＷｉｎｄｏｗｓＳｅｒｖｅｒＯＳ、Ｌｉｎｕｘが仮想マシン上で動作保障されていること。 

• 管理コンソール上で仮想マシンの状態を制御できる機能を有すること。 

• 管理コンソール上で仮想マシンを停止させることなく、仮想サーバ間を移動できること。 
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（20） その他サーバ要件 

① 仕様書に明記がない場合でも、システム構築に必要な要件は本校担当者と協議し進めること。 

② ５．３サーバ構築要件（１）認証サーバ２～（１６）認証サーバ１で使用するサーバ（ハードウエア）は設

定の親和性、メンテナンス等の観点から同一メーカーが提供する商品とすること。 

③ サーバ及びサーバに関連する周辺機器はサーバメーカーが提供するサーバラックに収納し適切に設置、配線

を行うこと。 

 

 

6. 機器仕様 

ハードウエア仕様 （サーバ関連） 

 

（１～１４）仮想サーバ 

項目 仕様・機能条件 

ＣＰＵ ＸｅｏｎＧ ６２２６Ｒ ２．９ＧＨｚ／１６コア 以上とし、ＣＰＵを２ヶ以上搭載すること。 

メモリ １９２ＧＢ以上を搭載すること。 

ＨＤＤ 

・３００ＧＢ ホットプラグ対応 １５ｋｒｐｍ ２．５型 ＳＡＳ ＨＤＤを２ヶ以上搭載し、ＲＡＩ

Ｄ１にて構成すること。別途、リザーブディスクを搭載し、障害発生時に自動で切替できること。 

・実効容量２７９ＧｉＢ以上であること。 

その他 

・１０００Ｂａｓｅ－Ｔ×４ポート以上、１０ＧＢａｓｅ－ＳＲ×４ポート以上搭載すること。 

※ただし１０ＧＢａｓｅ用のＳＦＰモジュールは２ヶ搭載すること。 

・導入後の拡張性を考慮し、筐体サイズは「２Ｕ」とすること。 

・サーバを停止することなくＨＤＤ交換、復旧をさせることが可能なこと。 

・内蔵ＤＶＤＲＯＭドライブを有すること。 

・電源ユニットを２ヶ以上搭載すること。 

・冗長化ファンを搭載すること。 

・ＲＡＩＤコントローラのキャッシュメモリは２ＧＢ以上であること 

・サーバ装置に組込まれたＯＳ環境に依存しない管理ツールにてサーバ管理が行え、且つ複数サーバの一

括管理が行えるリモートコンソール機能を構成に含めること。 

・ＢＩＯＳの言語、時刻は日本仕様化されていること。 

・装置を管理する管理プロセッサにおいて、サーバ起動時および稼働中のファームウェア改ざん検証機能

が備わっていること。 

・カタログ等で騒音に関する表記がされていること。 

・ベンダ側で検証済ＢＩＯＳ、ＦＷ、Ｄｒｉｖｅｒの組合せをサービスパックとして提供すること。 

・障害修復で部品交換後、ファームウェア更新が必要な部品について保守対応の中で更新作業を実施でき

ること。 

・機器は全て組みあがった状態で納入すること。 

・機器出荷前にエージング試験による負荷試験の実施、完成品の装置に対して、機能試験（組立て後のメモ

リー、ＣＰＵ、ＨＤＤの機能試験、電源ＯＮ／ＯＦＦ試験、連続通電テストなど）を行った製品を納めるこ

と。 

・ＢＩＯＳ／ファームウェア／Ｄｒｉｖｅｒに不具合が発生した場合、緊急パッチ（改良版）の提供を行う

こと。 

・保守交換後のＨＤＤは保守員が回収せず、システム担当者へ引き渡すこと。 
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・保守作業で部品を交換後、必要に応じて最新ファームウェアへのアップグレード作業を保守員が代行し

て実施すること。 

・ＶＭｗａｒｅ ｖＳｐｈｅｒｅ Ｓｔａｎｄａｒｄを導入すること。 

・Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｒｖｅｒ Ｄａｔａｃｅｎｔｅｒ ２０２２を導入すること。 

 

 

（15） シンクライアントシステム用サーバ 

項目 仕様・機能条件 

ＣＰＵ ＸｅｏｎＳ ４２１０Ｒ ２．４ＧＨｚ／１０コア以上とし、ＣＰＵを１ヶ以上搭載すること。 

メモリ １６ＧＢ以上を搭載すること。 

ＨＤＤ 

・３００ＧＢ ホットプラグ対応１５ｋｒｐｍ ２．５型 ＳＡＳ ＨＤＤを７ヶ以上搭載し、ＲＡＩＤ

５にて構成すること。別途、リザーブディスクを搭載し、障害発生時に自動で切替できること。 

・実効容量１６００ＧｉＢ以上であること。 

その他 

・１０００Ｂａｓｅ－Ｔ×４ポート以上搭載すること。 

・筐体サイズは「１Ｕ」とすること。 

・サーバを停止することなくＨＤＤ交換、復旧をさせることが可能なこと。 

・内蔵ＤＶＤＲＯＭドライブを有すること。 

・電源ユニットを２ヶ以上搭載すること。 

・冗長化ファンを搭載すること。 

・ＲＡＩＤコントローラのキャッシュメモリは２ＧＢ以上であること。 

・サーバ装置に組込まれたＯＳ環境に依存しない管理ツールにてサーバ管理が行え、且つ複数サーバの一

括管理が行えるリモートコンソール機能を構成に含めること。 

・ＢＩＯＳの言語、時刻は日本仕様化されていること。 

・装置を管理する管理プロセッサにおいて、サーバ起動時および稼働中のファームウェア改ざん検証機能

が備わっていること。 

・カタログ等で騒音に関する表記がされていること。 

・ベンダ側で検証済ＢＩＯＳ、ＦＷ、Ｄｒｉｖｅｒの組合せをサービスパックとして提供すること。 

・障害修復で部品交換後、ファームウェア更新が必要な部品について保守対応の中で更新作業を実施でき

ること。 

・機器は全て組みあがって状態で納入すること。 

・機器出荷前にエージング試験による負荷試験の実施、完成品の装置に対して、機能試験（組立て後のメモ

リー、ＣＰＵ、ＨＤＤの機能試験、電源ＯＮ／ＯＦＦ試験、連続通電テストなど）を行った製品を納めるこ

と。 

・ＢＩＯＳ／ファームウェア／Ｄｒｉｖｅｒに不具合が発生した場合、緊急パッチ（改良版）の提供を行う

こと。 

・保守交換後のＨＤＤは保守員が回収せず、システム担当者へ引き渡すこと。 

・保守作業で部品を交換後、必要に応じて最新ファームウェアへのアップグレード作業を保守員が代行し

て実施すること。 

・Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｒｖｅｒ Ｓｔａｎｄａｒｄ ２０２２を導入すること。 

 

 

（16） 認証サーバ１（物理サーバ） 
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項目 仕様・機能条件 

ＣＰＵ ＸｅｏｎＳ ４２０８ ２．１ＧＨｚ／８コア以上とし、ＣＰＵを１ヶ以上搭載すること。 

メモリ １６ＧＢ以上を搭載すること。 

ＨＤＤ 

・３００ＧＢ ホットプラグ対応 １５ｋｒｐｍ ２．５型 ＳＡＳ ＨＤＤを２ヶ以上搭載し、ＲＡＩ

Ｄ１にて構成すること。別途、リザーブディスクを搭載し、障害発生時に自動で切替できること。 

・実効容量２７９ＧｉＢ以上であること。 

その他 

・１０００Ｂａｓｅ－Ｔ×４ポート以上、１０ＧＢａｓｅ－ＳＲ×４ポート以上搭載すること。 

※ただし１０ＧＢａｓｅ用のＳＦＰモジュールは２ヶ搭載すること。 

・導入後の拡張性を考慮し、筐体サイズは「２Ｕ」とすること。 

・サーバを停止することなくＨＤＤ交換、復旧をさせることが可能なこと。 

・内蔵ＤＶＤＲＯＭドライブを有すること。 

・電源ユニットを２ヶ以上搭載すること。 

・冗長化ファンを搭載すること。 

・ＲＡＩＤコントローラのキャッシュメモリは４ＧＢ以上であること。 

・サーバ装置に組込まれたＯＳ環境に依存しない管理ツールにてサーバ管理が行え、且つ複数サーバの一

括管理が行えるリモートコンソール機能を構成に含めること。 

・ＢＩＯＳの言語、時刻は日本仕様化されていること。 

・装置を管理する管理プロセッサにおいて、サーバ起動時および稼働中のファームウェア改ざん検証機能

が備わっていること。 

・カタログ等で騒音に関する表記がされていること。 

・ベンダ側で検証済ＢＩＯＳ、ＦＷ、Ｄｒｉｖｅｒの組合せをサービスパックとして提供すること。 

・障害修復で部品交換後、ファームウェア更新が必要な部品について保守対応の中で更新作業を実施でき

ること。 

・機器は全て組みあがって状態で納入すること。 

・機器出荷前にエージング試験による負荷試験の実施、完成品の装置に対して、機能試験（組立て後のメモ

リー、ＣＰＵ、ＨＤＤの機能試験、電源ＯＮ／ＯＦＦ試験、連続通電テストなど）を行った製品を納めるこ

と。 

・ＢＩＯＳ／ファームウェア／Ｄｒｉｖｅｒに不具合が発生した場合、緊急パッチ（改良版）の提供を行う

こと。 

・保守交換後のＨＤＤは保守員が回収せず、システム担当者へ引き渡すこと。 

・保守作業で部品を交換後、必要に応じて最新ファームウェアへのアップグレード作業を保守員が代行し

て実施すること。 

・Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｒｖｅｒ Ｓｔａｎｄａｒｄ ２０２２を導入すること。 

 

 

（17） バックアップ用ストレージ 

項目 仕様・機能条件 

ＣＰＵ Ｘｅｏｎ Ｂｒｏｎｚｅ ３２０４ １．９ＧＨｚ／６コア以上とし、ＣＰＵを１ヶ以上搭載すること。 

メモリ １６ＧＢ以上を搭載すること。 

ＨＤＤ 
８ ＴＢ （２ ＴＢ ＳＡＴＡ×４ 台）  ２ＴＢ ７．２ｋｒｐｍ ＳＣ ３．５ 型 ６Ｇ Ｓ

ＡＴＡ ＤＳを４個以上の構成とすること。 
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その他 

・１０００Ｂａｓｅ－Ｔ×４ポート以上以上搭載すること。 

・サーバを停止することなくＨＤＤ交換、復旧をさせることが可能なこと。 

・内蔵ＤＶＤＲＯＭドライブを有すること。 

・電源ユニットを２ヶ以上搭載すること。 

・Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｒｖｅｒ ＩｏＴ ２０１９ ｆｏｒ Ｓｔｏｒａｇｅ Ｓｔａｎｄａｒｄ Ｅ

ｄｉｔｉｏｎを導入すること。 

 

 

（18） ファイルサーバおよび仮想マシン保存領域用ストレージ 

項目 仕様・機能条件 

ＣＰＵ Ｘｅｏｎ ２．１ＧＨｚ ８－Ｃｏｒｅ（ＩｃｅＬａｋｅ－Ｄ）以上とし、２ＣＰＵ以上を搭載すること。 

メモリ ６４ＧＢ以上を搭載すること。 

ＨＤＤ ＣＩＦＳ領域で１０ＴＢ、ＮＦＳ領域で５ＴＢ以上の容量を確保すること。 

 

 

 

機能 

・スケールアップ、スケールアウト 両方のシステム拡張機能を有しており、最大：８コントローラまでス

ケールアウト拡張が可能なこと。 

・コントローラを追加することで、必要容量と処理能力を拡張することが可能なこと。 

・オンラインでシステムスケールアウト（コントローラ増設）が可能で、且つオンラインでコントローラマ

イグレーション（システム間移行）が可能なこと。 

・一つのストレージシステム内で、異なる世代・モデルのコントローラーが混在可能なこと。 

・システムを稼働させたまま、障害が発生したディスクドライブの交換を行えること。 

・オンラインでコントローラを増設・取り外し可能なこと。 

・オンラインでコントローラーを上位機種へ変更可能なこと。 

・システムサービスプロセッサによる電源のオン／オフやコンソール・ログの取得など、シリアル・コンソ 

ール・ポート経由では実行できないリモート環境からのトラブルシューティングが可能であること。 

・書き込み用専用キャッシュを搭載し書き込み処理の最適化を行うこと。 

・本装置には専用のバッテリーを装備し、不意の停電において安定的にメモリ上のデータを保護できるこ

と。 

・冗長構成のホットスワップ対応コントローラ、冷却ファン、電源を有すること。 

・ストレージシステムに含まれる全てのコントローラがＡｃｔｉｖｅで動作すること 

・１つの筐体（１つのコントローラ）で、ＳＡＮ／ＮＡＳ両方のサービスが同時に利用可能なこと。（ＳＡ

ＮストレージにＮＡＳゲートウェイを接続する構成は不可とする。） 

・ストレージコントローラーは専用ＯＳを搭載し、ＳＡＮ／ＮＡＳ用途に関わらず同一ＯＳで実装されてい

ること。 

・ストレージ対応機能として、ＦＣ、ｉＳＣＳＩ、ＮＦＳ、ｐＮＦＳ、ＣＩＦＳ ／ ＳＭＢを実装可能な

ユニファイドストレージであること。またハードウェアの追加無く機能を実装可能なこと。 

・サポート対象ＯＳがＷｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｒｖｅｒ ２０１６、Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｒｖｅｒ ２０１

９、Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｒｖｅｒ ２０２２、Ｒｅｄ Ｈａｔ Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ Ｌｉｎｕｘ 

（ ＲＨＥＬ ）７．ｘ、８．ｘ／６４ビットであること。 

・ファイルアクセスプロトコル、ブロックアクセスプロトコルの差異に関わらず単一のファイルシステムを

用いて管理が可能であること。 

・本体シャーシ、ストレージＤＩＳＫシェルフ（エンクロージャー）はＩＥＣ規格に準拠した１９インチ、

４２ユニットラックに搭載可能であること。 

・ストレージシステム全体サイズは、高さ：９ｃｍ以下、奥行き：６４ｃｍ以下、幅：５０ｃｍ以下である

こと。 
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拡張性 

・同一ＲＡＩＤ Ｇｒｏｕｐ内で２本 または、３本同時障害にもデータ保護出来る機能の提供が可能なこ

と。 

・ＲＡＩＤグループ（ＲＡＩＤプール）に対するホットスペア機能を有すること。 ＤＩＳＫ障害復旧時に

スペアデ 

ィスクの切り戻し作業が発生しないこと。 

・ディスク交換時にリビルドが発生しないこと。 

・Ｖｏｌｕｍｅ容量をオンライン（稼働中）に、拡大・縮小が可能なこと。また、ボリュームサイズ変更時

にパ 

フォーマンスに影響を与えないこと 

・別の専用装置などを必要とせず、プライマリストレージ、バックアップストレージ双方で重複排除および 

圧縮の仕組みを実装できること。 

・ブロック単位の重複排除機能、及び 圧縮機能を有すること。 

・オンラインでサービス停止を伴わずに、コントローラ間のデータ移動が可能であること。 

・ＮＡＳ・ＳＡＮ接続されるサーバーおよびストレージが稼働中にディスク１本から追加が可能なこと。ま 

たＤＩＳＫ追加時に、パリティの再配置によるパフォーマンス劣化が起こらないこと。 

・Ａｃｔｉｖｅ Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙサーバーと連携し、ユーザ認証機能をサポートすること。ｑｕｏｔａ

の設定により，ユー 

ザＩＤごとにディスク使用量の制限ができること。 

・ＯＳの標準機能により、仮想ストレージ、ボリューム、ＬＵＮ、ファイル単位で処理性能の上限（ＩＯＰ

Ｓま 

たはスループット）が指定できること。また、オンラインで変更できること。 

・サブディレクトリとしてボリュームの割り当てが可能なこと。 

 

保守性 

・ハードウェア故障時（コントローラ、ＤＩＳＫ、Ｎｅｔｗｏｒｋ等）に、管理者へメール通知が可能であ

ること。 

・ｓｍｔｐベースの監視ツールを装備していること。定期的にシステムの状態を送信したり、重大なシステ

ム， 

イベントが発生したときに警告を発すること。 

・ストレージ専用ＯＳが閾値をもとにディスク障害の兆候を検知した場合、事前に正常なデータをスペアデ 

ィスクにコピーする機能を有すること。データコピー中もＲｅａｄ／Ｗｒｉｔｅを継続可能なこと。 

・単一あるいは複数のストレージシステムを一元管理するためにＷｅｂブラウザベースのＧＵＩ管理機能を

有 

すること 

 

 

（19） 周辺機器・無停電電源装置 その他 １式

項目 仕様・機能条件 

ディスプレイ／

キーボード 
ラックマウント型であること。 

サーバラック 既存ラック（日立製３８Ｕ「型番ＧＨ－ＳＲＫ７３８６」、３架）に実装すること。 

その他 

・仮想サーバ（２台）、シンクライアントシステム用サーバ（２台）、バックアップ用サーバ（１台）用

を制御する為の物理コンソール装置を１台用意すること。 

・将来サーバ台数の増加を見越し、１台のコンソール装置に対して、最大８サーバまで制御で出来る様に

しておくこと（コンソールケーブルは５本のままでよい） 



 - 14 - 

無停電電源装置 
（１）～（１８）の機器用に必要数用意すること。 

電源容量を確認の上、電源工事が必要となる場合は学校担当者と協議の上実施すること。 

 

 

ハードウエア仕様 （パソコン、周辺機器関連） 

 

（1） 教室用デスクトップパソコン 

項目 仕様・機能条件 

ＯＳ Ｗｉｎｄｏｗｓ １１ Ｐｒｏ ６４ ｂｉｔ 

ＣＰＵ インテルＣｏｒｅｉ５－１３５００プロセッサー 相当以上 

メモリ １６ＧＢ 以上 

ＨＤＤ 暗号化機能付きＳＳＤ ２５６ＧＢ  以上 

ドライブ 無 

インターフェース 

ＵＳＢ［Ｔｙｐｅ－Ａ］ ＵＳＢ２．０×７（フロント×３、リア×４）、ＵＳＢ３．２×３（フロン

ト×１、リア×２）、ＵＳＢ［Ｔｙｐｅ－Ｃ］ ＵＳＢ３．２×１、ＬＡＮ（ＲＪ４５）×１、Ｄｉｓ

ｐｌａｙＰｏｒｔ×２、マイク・ヘッドホン・ヘッドセット兼用端子（フロント×１）、ラインイン端

子（リア×１）、ラインアウト端子（リア×１） 

拡張スロット ＰＣＩＥｘｐｒｅｓｓ×１ 

ネットワーク １０００ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０ＢＡＳＥ－Ｔ 

筐体 本体寸法（ｍｍ）： ８９×２９６×３１４（（幅×奥行き×高さ）以下 

キーボード 

マウス 
ＵＳＢスタンダードキーボード（日本語版１０９Ａキーボード）、光学式マウス 

その他 

・ＢＩＯＳレベルでシステムパスワードの設定が出来ること。 

・ＵＳＢ、ＬＡＮなど各ポートの使用を制限するソフトを添付していること。 

・以下の規格に準拠、対応していること。 

（ＲｏＨＳ準拠、グリーン購入法、ＰＣグリーンラベル）  

・電源連動式サービスコンセントを本体に装備していること。 

・待機電力をゼロにするメインスイッチを装備していること。 

 

 

（2） 教員用ノートパソコン 

項目 仕様・機能条件 

ＯＳ Ｗｉｎｄｏｗｓ １１Ｐｒｏ ６４ｂｉｔ 

ＣＰＵ インテルＣｏｒｅ ｉ５－１３４５Ｕプロセッサー 相当以上 

メモリ １６ＧＢ 以上 

ＨＤＤ 暗号化機能付きＳＳＤ ２５６ＧＢ  以上 

ドライブ 内蔵スーパーマルチドライブ［外付け不可］ 

インターフェース 
ＵＳＢ［Ｔｙｐｅ－Ａ］ ＵＳＢ３．２×３、ＵＳＢ［Ｔｙｐｅ－Ｃ］ ＵＳＢ３．２×１（Ｄｉｓｐ

ｌａｙ Ｐｏｒｔ Ａｌｔｅｒｎａｔｅ Ｍｏｄｅ対応）、ＬＡＮ（ＲＪ４５）×１、アナログＲＧＢ
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×１、ＨＤＭＩ出力端子×１、φ３．５ｍｍステレオ・ミニジャック（マイク・ラインイン・ヘッドホ

ン・ラインアウト・ヘッドセット兼用端子） 

ネットワーク 
１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０００ＢＡＳＥ－Ｔ、Ｗｉ－Ｆｉ ６Ｅ（２．４Ｇｂｐ

ｓ）対応、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ／ｂ／ｇ／ｎ／ａｃ／ａｘ準拠、ＭＵ－ＭＩＭＯ対応 

ディスプレイ １５．６型ＴＦＴカラー液晶ワイドＨＤ（１３６６×７６８） 

キーボード 

マウス 
ＪＩＳ配列準拠日本語テンキー付キーボード、レーザーマウス 

その他 

・電源はＡＣアダプタとすること。 

・以下の規格に準拠、対応していること。 

（ＲｏＨＳ準拠、グリーン購入法、ＰＣグリーンラベル） 

・光学ドライブを内蔵した状態で本体重量が２ｋｇ以下であること。 

・パソコン内部への水滴が浸入しにくいバスタブ構造のキーボードであること。 

 

 

（3） 教員用ノートパソコン（ＳＫＹＳＥＡ用） 

項目 仕様・機能条件 

ＯＳ Ｗｉｎｄｏｗｓ １１Ｐｒｏ ６４ｂｉｔ 

ＣＰＵ インテルＣｏｒｅ ｉ５－１３４５Ｕプロセッサー 相当以上 

メモリ １６ＧＢ 以上 

ＨＤＤ 暗号化機能付きＳＳＤ ２５６ＧＢ  以上 

ドライブ 無 

インターフェース 

ＵＳＢ［Ｔｙｐｅ－Ａ］ ＵＳＢ３．２×３、ＵＳＢ［Ｔｙｐｅ－Ｃ］ ＵＳＢ３．２×１（Ｄｉｓｐ

ｌａｙ Ｐｏｒｔ Ａｌｔｅｒｎａｔｅ Ｍｏｄｅ対応）、ＬＡＮ（ＲＪ４５）×１、アナログＲＧＢ

×１、ＨＤＭＩ出力端子×１、φ３．５ｍｍステレオ・ミニジャック（マイク・ラインイン・ヘッドホ

ン・ラインアウト・ヘッドセット兼用端子） 

ネットワーク 
１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０００ＢＡＳＥ－Ｔ、Ｗｉ－Ｆｉ ６Ｅ（２．４Ｇｂｐ

ｓ）対応、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ／ｂ／ｇ／ｎ／ａｃ／ａｘ準拠、ＭＵ－ＭＩＭＯ対応 

ディスプレイ １５．６型ＴＦＴカラー液晶ワイドＨＤ（１３６６×７６８） 

キーボード 

マウス 
ＪＩＳ配列準拠日本語テンキー付キーボード、レーザーマウス 

その他 

・電源はＡＣアダプタとすること。 

・以下の規格に準拠、対応していること。 

（ＲｏＨＳ準拠、グリーン購入法、ＰＣグリーンラベル） 

・光学ドライブを内蔵した状態で本体重量が２ｋｇ以下であること。 

・パソコン内部への水滴が浸入しにくいバスタブ構造のキーボードであること。 

 

 

（4） 生徒用ノートパソコン 

項目 仕様・機能条件 

ＯＳ Ｗｉｎｄｏｗｓ １１Ｐｒｏ ６４ｂｉｔ 

ＣＰＵ インテルＣｏｒｅ ｉ５－１３４５Ｕプロセッサー 相当以上 

メモリ １６ＧＢ 以上 

ＨＤＤ 暗号化機能付きＳＳＤ ２５６ＧＢ  以上 

ドライブ 無 
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インターフェース 

ＵＳＢ［Ｔｙｐｅ－Ａ］ ＵＳＢ３．２×３、ＵＳＢ［Ｔｙｐｅ－Ｃ］ ＵＳＢ３．２×１（Ｄｉｓｐ

ｌａｙ Ｐｏｒｔ Ａｌｔｅｒｎａｔｅ Ｍｏｄｅ対応）、ＬＡＮ（ＲＪ４５）×１、アナログＲＧＢ

×１、ＨＤＭＩ出力端子×１、φ３．５ｍｍステレオ・ミニジャック（マイク・ラインイン・ヘッドホ

ン・ラインアウト・ヘッドセット兼用端子） 

ネットワーク 
１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０００ＢＡＳＥ－Ｔ、Ｗｉ－Ｆｉ ６Ｅ（２．４Ｇｂｐ

ｓ）対応、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ／ｂ／ｇ／ｎ／ａｃ／ａｘ準拠、ＭＵ－ＭＩＭＯ対応 

ディスプレイ １５．６型ＴＦＴカラー液晶ワイドＨＤ（１３６６×７６８） 

キーボード 

マウス 
ＪＩＳ配列準拠日本語テンキー付キーボード、レーザーマウス 

その他 

・電源はＡＣアダプタとすること。 

・以下の規格に準拠、対応していること。 

（ＲｏＨＳ準拠、グリーン購入法、ＰＣグリーンラベル） 

・光学ドライブを内蔵した状態で本体重量が２ｋｇ以下であること。 

・パソコン内部への水滴が浸入しにくいバスタブ構造のキーボードであること。 

 

 

（5） 教員貸出／薄型軽量ノート型パソコン 

項目 仕様・機能条件 

ＯＳ Ｗｉｎｄｏｗｓ １１ Ｐｒｏ ６４ｂｉｔ  

ＣＰＵ インテルｉ５－１３３５Ｕプロセッサ 相当以上 

メモリ １６ＧＢ以上 

ＨＤＤ ＳＳＤ２５６ＧＢ 以上 

ドライブ 無 

インターフェース 

ＵＳＢ３．１ Ｔｙｐｅ－Ｃ®ポート×２（Ｔｈｕｎｄｅｒｂｏｌｔ™ ４対応※３１、ＵＳＢ Ｐｏｗ

ｅｒ Ｄｅｌｉｖｅｒｙ対応）※２７、ＵＳＢ３．０ Ｔｙｐｅ－Ａ（５Ｇｂｐｓ）ポート×３※１

４、ＬＡＮコネクター（ＲＪ－４５）※１０、 外部ディスプレイコネクター（アナログＲＧＢミニ

Ｄ－ｓｕｂ１５ピン）※２８、ＨＤＭＩ®出力端子（４Ｋ６０ｐ出力対応※２６）※１５、ヘッドセ

ット端子（マイク入力＋オーディオ出力） （ヘッドセットミニジャック３．５ｍｍ（Ｍ３）※１

６、ＣＴＩＡ準拠） 

ネットワーク 
１０００ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０ＢＡＳＥ－Ｔ、８０２．１１ ａ／ｂ／ｇ／ｎ／

ａｃ／ａｘ（６ＧＨｚ帯含む）準拠 

ディスプレイ １２．４型（３：２）ＦＨＤ＋ＴＦＴカラー液晶（１９２０×１２８０ドット）アンチグレア 

キーボード ＯＡＤＧ準拠キーボード（８６キー） 

その他 ・電源はＡＣアダプタとすること。 

 

 

（6） ２１．５型液晶モニター 

項目 仕様・機能条件 

パネルタイプ ＴＦＴ２１．４５型ワイド／ＡＤＳ 

表示能力 解像度：１９２０×１０８０、最大表示色：約１６７７万色、コントラスト比：１０００：１ 

インターフェース アナログＲＧＢ， ＨＤＭＩを有すること 
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音声入出力 
ステレオミニジャック φ３．５ｍｍ、１Ｗ＋１Ｗ（ステレオ）、ステレオミニジャック φ３．５ｍ

ｍを有すること。 

外形寸法 ５００×２２０×３８０ ｍｍ （Ｗ×Ｄ×Ｈ） 以内  ※スタンド含む、突起物含まず 

重量 ４．０ｋｇ 程度  

その他 

・盗難防止用ホールがあること。 

・いたずら防止用設定操作ロック機能があること 

・耐震用接着ゴムを全モニターに付けること。 

・ブルーライトを低減させる機能を搭載していること。 

・ＬＥＤを点滅させずに輝度レベルを調整する設計（フリッカーレス）設計であること。 

・パソコンの電源に連動して、自動的に液晶ディスプレイの電源をオフにすることが出来ること。 

パネル、バックライトを含む５年保証があること。 

・日本国内メーカーであること。 

・以下の企画に準拠、対応していること。 

（ＰＣグリーンラベル、Ｊ－ＭＯＳＳグリーンマーク、ＲｏＨＳ指令、グリーン購入法） 

 

 

（7） ２３．８型液晶モニター 

項目 仕様・機能条件 

パネルタイプ ＴＦＴ２３．８型ワイド／ＡＤＳ 

表示能力 解像度：１９２０×１０８０、最大表示色：約１６７７万色、コントラスト比：１０００：１ 

インターフェース アナログＲＧＢ、ＨＤＭＩを有すること 

外形寸法 ５５０×２２０×４００ ｍｍ （Ｗ×Ｄ×Ｈ） 以内  ※スタンド含む、突起物含まず 

重量 ４．０ｋｇ 程度 ※スタンド含む 

その他 

・盗難防止用ホールがあること。 

・いたずら防止用設定操作ロック機能があること 

・耐震用接着ゴムを全モニターに付けること。 

・ブルーライトを低減させる機能を搭載していること。 

・ＬＥＤを点滅させずに輝度レベルを調整する設計（フリッカーレス）設計であること。 

・パソコンの電源に連動して、自動的に液晶ディスプレイの電源をオフにすることが出来ること。 

パネル、バックライトを含む５年保証があること。 

・日本国内メーカーであること。 

・以下の企画に準拠、対応していること。 

（ＰＣグリーンラベル、Ｊ－ＭＯＳＳグリーンマーク、ＲｏＨＳ指令、グリーン購入法） 

 

 

（8） 配信等ノートパソコン 

項目 仕様・機能条件 

ＯＳ Ｗｉｎｄｏｗｓ １１Ｐｒｏ ６４ｂｉｔ 

ＣＰＵ インテルＣｏｒｅ ｉ７－１２６５０Ｈプロセッサー 相当以上 

メモリ １６ＧＢ 以上 

ＨＤＤ ＳＳＤ ５１２ＧＢ  以上 

ドライブ 無 
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グラフィック 
ＮＶＩＤＩＡ ＧｅＦｏｒｃｅ ＲＴＸ ３０５０ Ｌａｐｔｏｐ ＧＰＵ ／ ＧＤＤＲ６ ６ＧＢ 

相当以上 

インターフェース 
ＵＳＢ［Ｔｙｐｅ－Ａ］ ＵＳＢ３．０×２以上、ＵＳＢ［Ｔｙｐｅ－Ｃ］ ＵＳＢ３．１×１以（Ｄ

ｉｓｐｌａｙ Ｐｏｒｔ Ａｌｔｅｒｎａｔｅ Ｍｏｄｅ対応）、ＨＤＭＩ出力端子×１以上 

ネットワーク 
Ｗｉ－Ｆｉ ６Ｅ（ 最大２．４Ｇｂｐｓ ）対応 ＩＥＥＥ ８０２．１１ ａｘ／ａｃ／ａ／ｂ／

ｇ／ｎ準拠 ＋ Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ ５内蔵 

ディスプレイ １６型ワイド液晶パネル （２５６０ｘ１６００ ／ ＬＥＤバックライト ／ ノングレア） 

キーボード 

マウス 
ＪＩＳ配列準拠日本語キーボード、レーザーマウス 

その他 

・電源はＡＣアダプタとしすること。 

・以下の規格に準拠、対応していること。 

（ＲｏＨＳ準拠、グリーン購入法、ＰＣグリーンラベル） 

 

 

（9） 教育実習用組立デスクトップパソコン 

項目  仕様・機能条件 

ＯＳ  Ｗｉｎｄｏｗｓ １１Ｐｒｏ ６４ｂｉｔ  

ＣＰＵ  インテルＣｏｒｅ ｉ３プロセッサ 相当以上 

メモリ  ８ＧＢ（４ＧＢ×１）以上 

ＨＤＤ  ＳＳＤ２５６ＧＢ以上 

ドライブ  ＤＶＤ－ＲＯＭスーパーマルチドライブ 

インターフェース 

 ＵＳＢ２．０×４以上（前面２、背面４）、ＤｉｓｐｌａｙＰｏｒｔ×１以上、ＨＤＭＩ×１以上、Ｌ

ＡＮ（ＲＪ４５）×１、ヘッドフォン出力×１以上、マイク入力各１以上、ラインイン（ステレオミニ

ジャック）×１以上、ラインアウト（ステレオミニジャック）×１以上 

ネットワーク  １０００ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０ＢＡＳＥ－Ｔ、 

キーボード  ＪＩＳ配列準拠日本語テンキー付キーボード、レーザーマウス 

 

（10） ワークステーション 

項目 仕様・機能条件 

ＯＳ Ｗｉｎｄｏｗｓ １１ Ｐｒｏ ６４ｂｉｔ 

ＣＰＵ インテルＣｏｒｅ（ＴＭ） ｉ５－１２４００ プロセッサー以上 

メモリ １６ＧＢ 相当以上 

ＨＤＤ ＳＳＤ１ＴＢ以上 

ドライブ ＤＶＤスーパーマルチドライブ 

グラフィック ＮＶＩＤＩＡ ＧｅＦｏｒｃｅ ＧＴＸ １６５０ ＧＤＤＲ６版 ／ ４ＧＢ相当以上 

インターフェース 
ＵＳＢ２．０×２（背面×２）以上、ＵＳＢ３．０×４（前面×４）以上、ＤｉｓｐｌａｙＰｏｒｔ×

１以上、ＨＤＭＩ×１以上、ＤＶＩ－Ｄ×１以上、ＬＡＮ（ＲＪ４５）×１ 

ネットワーク １０００ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０ＢＡＳＥ－Ｔ 

キーボード 

マウス 
ＪＩＳ配列準拠日本語テンキー付キーボード、レーザーマウス 
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（11） 企画推進部用ワークステーション 

項目 仕様・機能条件 

ＯＳ Ｗｉｎｄｏｗｓ １１ Ｐｒｏ ６４ｂｉｔ 

ＣＰＵ インテルＣｏｒｅ（ＴＭ） ｉ７－１２７００ プロセッサー 以上 

メモリ ３２ＧＢ 以上 

ＨＤＤ ＳＳＤ１ＴＢ以上 

ドライブ Ｂｌｕ－ｒａｙディスクドライブ （ 

グラフィック ＮＶＩＤＩＡ ＲＴＸ Ａ２０００ ／ １２Ｇ当以上 

インターフェース 
ＵＳＢ２．０×２（背面×２）以上、ＵＳＢ３．０×４（前面×４）以上、ＭｉｎｉＤｉｓｐｌａｙＰ

ｏｒｔ×４以上、、ＬＡＮ（ＲＪ４５）×１ 

ネットワーク １０００ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０ＢＡＳＥ－Ｔ 

キーボード 

マウス 
ＪＩＳ配列準拠日本語テンキー付キーボード、レーザーマウス 

 

 

（12） Ａ３モノクロレーザープリンター 

項目 仕様・機能条件 

用紙サイズ Ａ３対応  最大Ａ３サイズ 

定着方式 レーザー方式（半導体レーザービーム走査＋乾式電子写真方式） 

印刷速度 Ａ４ヨコ：４０枚／分  Ａ３：２２枚／分 以上 

解像度 １２００×１２００ｄｐｉ、６００×６００ｄｐｉ 以上 

ウォームアップ 電源投入時からのウォームアップタイムが２０秒以下であること。 

ファースト 

プリント 
６．３秒（Ａ４）以下 

最大消費電力 最大１，０３０Ｗ以下 

インターフェース １００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０ＢＡＳＥ－Ｔ、ＵＳＢ２．０を有すること。 

給排紙装置 本体給紙トレイ：５５０枚 以上、ＭＰトレイ：１２０枚 以上 

両面印刷機能 両面印刷が可能なこと。 

外形寸法 使用時：４９０×７８２×３３８（ｍｍ）以内、収納時：４９０×４１０×３３５（ｍｍ）以内 

重量 ２８．０㎏（消耗品を含む） 以内 

その他 スリープモード時：１．０Ｗ 以下 

 

 

（13） Ａ３モノクロレーザープリンター（無線対応モデル） 

項目 仕様・機能条件 
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用紙サイズ Ａ３対応  最大Ａ３サイズ 

定着方式 レーザー方式（半導体レーザービーム走査＋乾式電子写真方式） 

印刷速度 Ａ４ヨコ：３０枚／分  以上 

解像度 ６００×６００ｄｐｉ（スクリーン処理により２，４００ｄｐｉ相当） 以上 

ウォームアップ 電源投入時からのウォームアップタイムが１６秒以下であること。 

ファースト 

プリント 
６．３秒（Ａ４）以下 

最大消費電力 最大９９０Ｗ以下 

インターフェース 
ＳｕｐｅｒＳｐｅｅｄ ＵＳＢ、ＩＥＥＥ ８０２．１１ｂ／ｇ／ｎ（２．４ＧＨｚ） 

ＩＥＥＥ ８０２．１１ａ／ｎ／ａｃ（５ＧＨｚ）を有すること。 

給排紙装置 本体給紙トレイ：５５０枚 以上、ＭＰトレイ：１２０枚 以上 

両面印刷機能 両面印刷が可能なこと。 

外形寸法 
使用時：４９０×７８２×３３８（ｍｍ） 収納時：４９０×４１０×３３５（ｍｍ）（Ｗ×Ｄ×Ｈ） 

以内 

重量 ２１．０㎏（消耗品を含む）以内 

その他 スリープモード時：１．７Ｗ 以下 

 

 

（14） Ａ４モノクロレーザープリンター 

項目 仕様・機能条件 

用紙サイズ 最大Ａ４サイズ 

定着方式 レーザー方式（半導体レーザービーム走査＋乾式電子写真方式） 

印刷速度 Ａ４（片面）：３８枚／分 以上 

解像度 １，２００ｄｐｉ×１，２００ｄｐｉ 以上 

ウォームアップ 電源投入時からのウォームアップタイムが１５秒以下であること。 

ファースト 

プリント 
６．４秒（Ａ４）以下 

最大消費電力 最大：９２０Ｗ以下 

インターフェース １０００ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０ＢＡＳＥ－Ｔ、ＵＳＢ２．０を有すること。 

給俳紙装置 本体給紙トレイ：３００枚×１段、手差しトレイ：１２０枚 

両面印刷機能 両面印刷が可能なこと。 

外形寸法 使用時：３７５×５７８×２８５（ｍｍ）、収納時：３７５×３９３×２８５（ｍｍ）以内 
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重量 １４㎏（消耗品含む） 以内 

その他 スリープモード時の消費電力が２．６Ｗ以下であること。 

 

 

（15） Ａ３カラーレーザープリンター 

項目 仕様・機能条件 

用紙サイズ Ａ３対応  最大Ａ３サイズ 

定着方式 レーザー方式（半導体レーザービーム走査＋乾式二成分電子写真方式） 

印刷速度 カラー：Ａ４ヨコ ３５枚／分  モノクロ：Ａ４ヨコ ３５枚／分 以上 

解像度 ６００×１２００ｄｐｉ／６００ｘ１２００ｄｐｉ／６００×６００ｄｐｉ（４階調） 

ウォームアップ 電源投入時からのウォームアップタイムが１３秒以下であること。 

ファースト 

プリント 
カラー：９．１秒、モノクロ：７．９秒 以内 

最大消費電力 最大１，１４０Ｗ以下 

インターフェース １００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０ＢＡＳＥ－Ｔ、ＵＳＢ ２．０を有すること。 

給排紙装置 本体給紙カセット：３０５枚×１段 以上、ＭＰトレイ：１９０枚 以上 

両面印刷機能 両面印刷が可能なこと。 

外形寸法 使用時：５５４．５×９０６×４５３（ｍｍ）、収納時：５５４．５×５３８×４５３（ｍｍ） 

重量 ４５．９㎏（消耗品を含む） 以内 

その他 

・スリープモード時：１．０Ｗ以下であること。 

・増設キャスター台を付属すること。 

・カラーのトナーが切れている時にも、黒トナーのみで印刷継続が行えること。 

・トナーの使用量をセーブする機能を設定できること。 

 

 

（16） 大判インクジェットプリンタ（Ｂ０） 

項目 仕様・機能条件 

用紙サイズ Ｂ０ノビ 

定着方式 ＰｒｅｃｉｓｉｏｎＣｏｒｅインクジェット方式 

総ノズル数 
ブラック ３，２００ノズル（１，６００ノズル×２色） 

カラー ６，４００ノズル（１，６００ノズル×４色） 合計９，６００ノズル 

解像度 ２４００ｄｐｉ×１２００ｄｐｉ 以上 

インク ６色インク 全色顔料タイプであること。 

最大印刷可能長 ９０ｍ 以上 

給紙方法 手差し／ロール紙 
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ロール紙 幅：２５４ｍｍ（１０ｉｎｃｈ）～１，１１８ｍｍ（４４ｉｎｃｈ） 

インターフェース 
ＵＳＢインターフェイス（ＳｕｐｅｒＳｐｅｅｄ ＵＳＢ）、１０００ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ

－ＴＸ、ＩＥＥＥ８０２．１１ｂ／ｇ／ｎ／ａｃ、ＵＳＢメモリを有すること。 

外形寸法 １，８４８ｍｍ×４９９ｍｍ×９７５ｍｍ 以内 

重量 約１５５ｋｇ 以内 

その他 

・専用スタンドにて設置すること。 

・待機時の消費電力が２Ｗ以下であること。 

・以下の規格に準拠、対応していること。 

（国際エネルギースタープログラム ・グリーン購入法適合） 

 

 

（17） Ａ４モバイルインクジェットプリンター 

項目 仕様・機能条件 

用紙サイズ Ａ４対応 

定着方式 インクジェット 

印刷速度 
モノクロ：約１４枚／分  カラー：約１１枚／分（ＡＣアダプター使用時） 以上 

モノクロ：約７．０枚／分 カラー：約４．０枚／分（外付けバッテリー駆動時） 以上 

最大消費電力 約２５Ｗ 以下 

インターフェース Ｈｉ－Ｓｐｅｅｄ ＵＳＢ、ＩＥＥＥ８０２．１１ｂ／ｇ／ｎ を有すること。 

給紙可能枚数 ２０枚 以上 

外形寸法 ３０９×２３２×２１７（ｍｍ） （Ｗ×Ｄ×Ｈ）以内 

重量 約１．６ｋｇ 以内 

その他 
・バッテリーが標準搭載されていること。 

・メンテナンスボックスが消耗品扱いで、利用者自身で交換が出来ること。 

 

 

（18） Ａ３カラーレーザー複合機 

項目 仕様・機能条件 

機能 コピー、プリント、スキャン機能を有する。 

コピー機能 

用紙サイズ 最大Ａ３サイズ 

印刷速度 
Ａ３ モノクロ：１９枚／分 カラー：１９枚／分 以上 

Ａ４ モノクロ：３５枚／分 カラー：３５枚／分 以上 

解像度 
読み取り ６００×６００ｄｐｉおよび６００×３００ｄｐｉ 以上 

書き込み ６００×６００ｄｐｉ 以上 

ウォームアップ ３２秒 以下 

ファースト 

プリント 
モノクロ １３．０秒 、カラー １５．０秒 以内 

最大消費電力 最大１，２１０Ｗ 以下 

外形寸法 ５５５×７６８×１，２４５ｍｍ  （Ｗ×Ｄ×Ｈ） 以内 （スタンド装着時） 
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重量 約１３４．０ｋｇ 以内 

給紙装置 

ＭＰトレイ：１９０枚 以上 

用紙カセット（Ｃ１）：３０５枚 以上 

３段用紙カセット（Ｃ２， Ｃ３， Ｃ４）：５０２枚×３ 以上 

両面印刷機能 両面印刷が可能なこと。 

プリンター機能 

定着方式 熱ローラー定着 

印刷方式 レーザー方式（半導体レーザービーム走査＋乾式二成分電子写真方式） 

両面印刷機能 両面印刷が可能なこと。 

スキャナー機能 

読み取り解像度 最大：６００ ｘ ６００ ｄｐｉ、６００×３００ｄｐｉ 以上 

原稿読み取り速度 カラー約５０ページ／分（３００ｄｐｉ）、モノクロ約５０ページ／分（３００ｄｐｉ） 以上 

インターフェース 
ＳｕｐｅｒＳｐｅｅｄ ＵＳＢ、１０００ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０ＢＡＳＥ－Ｔ、

ＩＥＥＥ８０２．１１ ａ／ｂ／ｇ／ｎ／ａｃ（Ｗｉ－Ｆｉ５）を有すること。 

その他 

・スリープモード時：０．９０Ｗ以下であること。 

・カラーのトナーが切れている時にも、黒トナーのみで印刷継続が行えること。 

・トナーの使用量をセーブする機能を設定できること。 

 

 

（19） 高速プリンター 

項目 仕様・機能条件 

機能 コピー、プリント、スキャン機能を有すること。 

オプション 中綴じフィニッシャーを有すること。 

コピー機能 

複写サイズ Ａ３／Ｂ４／Ａ４／Ｂ５／Ａ５／Ｂ６／Ａ６／はがき 

解像度 書き込み６００×１，２００ｄｐｉ、６００×２，４００ｄｐｉ 以上 

連続複写速度 

（ＪＢＭＩＡ 測定

基準） 

カラー：片面Ａ４横 ７５枚／分、両面Ａ４横 ７５枚／分 以上 

モノクロ：片面Ａ４横 ７５枚／分、両面Ａ４横 ７５枚／分 以上 

ファースト 

コピー 
カラー：５．４秒以下、モノクロ：５．４秒以下 

連続複写枚数 ９，９９９枚 以上 

用紙カセット 本体に４段（各カセットの容量：普通紙 ６００枚（６４ｍｇ／㎡） 以上 

用紙サイズ 

プリントサイズ標準用紙カセット１～４： ①単票紙：Ａ３～Ａ５／リーガル／レター／ユーザー定

義サイズ：幅１４０～２９７ｍｍ×長さ１８２～４３２ｍｍ ＊用紙厚：普通紙 ０．０８～０．１

１ｍｍ、純正プリンター用紙 最大０．１３ｍｍ（両面上質普通紙） ＭＰトレイ： ①単票紙：Ａ

３ノビ～Ａ６縦／リーガル／レター／ユーザー定義サイズ：幅５５～３３０．２ｍｍ×長さ１２７～

１，２００ｍｍ ＊用紙厚：普通紙 ０．０８～０．１１ｍｍ、純正プリンター用紙 最大０．３０
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ｍｍ ②ハガキ、往復ハガキ、四面連刷ハガキ ③封筒：洋形封筒０号，２号～６号、長形封筒３号

／４号、角形封筒２号／２０号  

両面印刷機能 両面印刷が可能なこと。 

最大消費電力 最大３００Ｗ 以下 

外形寸法 使用時：１，４２６×７５７×１，６２６（ｍｍ） 以内 

質量 １９０ｋｇ 以下 

プリンター機能 

プリント方式 インクジェット方式 

インクタイプ 速乾性水性顔料インク（４色独立型） 

連続プリント速度 
カラー：片面Ａ４横 ７５枚／分、両面Ａ４横 ７５枚／分 以上 

モノクロ：片面Ａ４横 ７５枚／分、両面Ａ４横 ７５枚／分 以上 

プリント用紙サイズ 

プリントサイズ標準用紙カセット１～４： ①単票紙：Ａ３～Ａ５／リーガル／レター／ユーザー定義

サイズ：幅１４０～２９７ｍｍ×長さ１８２～４３２ｍｍ ＊用紙厚：普通紙 ０．０８～０．１１ｍ

ｍ、純正プリンター用紙 最大０．１３ｍｍ（両面上質普通紙） ＭＰトレイ： ①単票紙：Ａ３ノビ

～Ａ６縦／リーガル／レター／ユーザー定義サイズ：幅５５～３３０．２ｍｍ×長さ１２７～１，２０

０ｍｍ ＊用紙厚：普通紙 ０．０８～０．１１ｍｍ、純正プリンター用紙 最大０．３０ｍｍ ②ハ

ガキ、往復ハガキ、四面連刷ハガキ ③封筒：洋形封筒０号，２号～６号、長形封筒３号／４号、角形

封筒２号／２０号  

ウオームアップタイ

ム 
２１．５秒 以下 

ファーストプリント

タイム 
カラー：７．０秒 以下 モノクロ：７．０秒 以下 

エミュレーション ＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔ Ｌｅｖｅｌ ３ 互換言語 

ＬＡＮインターフェ

イス 

Ｓｕｐｅｒ－Ｓｐｅｅｄ ＵＳＢ、１０００ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０ＢＡＳＥ－Ｔ 

ＩＥＥＥ ８０２．１１ｂ／ｇ／ｎ ＂ 

スキャナー機能 

 標準でスキャン機能を有していること。 

環境 

 

・エコマークを有していること。 

・グリーン購入を有していること。 

・国際エネルギースタープログラムを有していること。 

中綴じフィニッシャー 

用紙坪量 ６０～１６０ｇ／㎡ 

用紙サイズ カセットから給紙可能な用紙サイズ 

用紙種類  １６０ｇ／㎡までの普通紙、厚紙、上質紙 

排紙枚数 フィニッシャー上トレイ ２５０枚（ファクス専用トレイ） 
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フィニッシャー下トレイ 

標

標準（スタック）排紙 

シフト排紙 

Ａ４／Ｂ５／レ

ター 

 

片面：１，７００

枚 

両面：１，７００

枚 

  

上記以外 
片面／両面：１，

５００枚 

ステープル 

Ａ４／Ｂ５／レ

ター 

８０部または両面 

印刷時１，５００

枚＂  

Ａ３／Ｂ４／リ

ーガル 

５０部または両面 

印刷時１，５００

枚＂  

シフト排紙可能用紙

サイズ 
Ａ３、Ａ４、Ｂ４、Ｂ５、リーガル、レター 

ステープル止め可能

用紙サイズ 
Ａ３、Ａ４、Ｂ４、Ｂ５、リーガル、レター 

ステープル止め可能

枚数 
Ａ４、Ｂ５、レター：５０枚 上記用紙サイズ以外：３０枚 

ステープル止め位置 手前１箇所止め／奥側１箇所止め／端面２箇所止め 

電源 ＡＣ１００－２４０Ｖ 

最大消費電力 ２００Ｗ 以下 

本体装着時の外形寸

法（幅×奥行×高さ） 
最大時：２，３６４×７５７×１，６２６（ｍｍ） 以下 

質量 約１９２．１ｋｇ 以下 

 

 

（20） 単焦点プロジェクター 

項目 仕様・機能条件 

解像度 ＷＸＧＡ以上であること。 

方式 ３ＬＣＤ方式であること。 

有効光束 ４，１００ｌｍ 以上 

コントラスト比 ２，５００，０００：１ 以上 

入力端子 ＨＤＭＩ×３系統、ＲＣＡ×１系統、ＲＧＢ×２系統 以上を有してること。 

スピーカ １５Ｗ 以上 

質量 ６㎏ 以下 

プロジェクター 

機能 

・湾曲補正機能があること。 

・湾曲補正メモリー数を３有すること。 

電子黒板機能 ・電子黒板機能をプロジェクターに内蔵していること。 
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・マウス操作ができるペンを２本有すること。 

・異なるペンで別の色の使用が可能なこと。 

・ペンの稼働時間が８０時間以上とし、電池式であること。 

・書画カメラ、もしくは、映像への書き込みが可能なこと。 

・ドライバーレスで、パソコンに接続して、電子黒板機能が使えること。 

 

 

（21） ビジネスプロジェクター 

項目 仕様・機能条件 

解像度 ＷＸＧＡ以上であること。 

方式 三原色液晶シャッタ式投映方式であること。 

有効光束 ３，７００ｌｍ 以上 

色再現性 １０億７０００万色（フルカラー） 以上 

入力端子 ミニＤ－Ｓｕｂ１５ピン×１系統以上、ＨＤＭＩ×１系統 以上有していること。 

スピーカ ２Ｗ 以上 

質量 ２．５Ｋｇ 以下 

 

 

（22） 高輝度プロジェクタ ―（ホール、視聴覚室用） 

項目  仕様・機能条件 

解像度  ＷＵＸＧＡ以上であること。 

方式  三原色液晶シャッタ式投映方式であること。 

有効光束  ５，５００ｌｍ 以上 

色再現性  １０億７０００万色（フルカラー） 以上 

入力端子  ミニＤ－Ｓｕｂ１５ピン×１系統以上、ＨＤＭＩ×１系統 以上有していること。 

スピーカ  １６Ｗ 以上。 

質量  ４．７Ｋｇ 以下 

 

 

（23） モバイルプロジェクター 

項目 仕様・機能条件 

解像度 ＷＸＧＡ以上であること。 

方式 三原色液晶シャッタ式投映方式であること。 

有効光束 ３，２００ｌｍ 以上 

色再現性 １０億７０００万色（フルカラー） 以上 

入力端子 ミニＤ－Ｓｕｂ１５ピン×１系統以上、ＨＤＭＩ×１系統 以上有していること。 

スピーカ ２Ｗ 以上 
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質量 １．８Ｋｇ 以下 

その他 持運び用として、ソフトキャリングケース、ミニＤ－Ｓｕｂ１５ピンケーブルを用意すること。 

 

 

（24） 持ち運び用９０インチスクリーン 

項目 仕様・機能条件 

概要 
・アスペックト比１６：１０の携帯型ロールスクリーンであること。 

・スクリーンと一体になったケースに収納可能であること。 

サイズ ９０インチ 以上 

 

 

（25） 持ち運び用７０インチスクリーン 

項目 仕様・機能条件 

概要 
・アスペックト比１６：１０の携帯型ロールスクリーンであること。 

・スクリーンと一体になったケースに収納可能であること。 

サイズ ７０インチ 以上 

 

 

（26） ケース一体型マグネットスクリーン（７２インチ） 

項目 仕様・機能条件 

概要 
マグネット式一体型ケースで設置可能なこと。 

ケースをスライドするだけで、水平にセットできること。 

サイズ ７２インチ 以上 

 

 

（27） 外付け型ブルーレイディスクドライブ 

項目 仕様・機能条件 

タイプ 外付け型であること。 

質量 約２１０ｇ（ＡＣアダプター除く） 以内 

インターフェース ＵＳＢ３．２ Ｇｅｎ１（ＵＳＢ３．０）／ＵＳＢ２．０ を有すること。 

サイズ 約１３３（Ｗ）×１４６（Ｄ）×１２（Ｈ）ｍｍ（突起部分を除く） 以内 

適合フォーマット 

Ｍ－ＤＩＳＣ（ＢＤ）／ＢＤ－Ｒ／ＢＤ－ＲＥ／ＢＤ－ＲＯＭ／Ｍ－ＤＩＳＣ（ＤＶＤ）／ＤＶＤ＋Ｒ

／ＤＶＤ＋ＲＷ／ＤＶＤ－Ｒ／ＤＶＤ－ＲＡＭ／ＤＶＤ－ＲＯＭ／ＣＤ－Ｒ／ＣＤ－ＲＷ／ＣＤ－ＲＯ

Ｍ に対応していること。 

ディスクローディ

ング方式 
トレイタイプ 

 

 

（28） 外付け型ＤＶＤディスクドライブ 

項目 仕様・機能条件 
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タイプ 外付け型であること。 

質量 約２７０ｇ（ＡＣアダプター除く） 以内 

インターフェース ＵＳＢ３．２ Ｇｅｎ１（ＵＳＢ３．０）／ＵＳＢ２．０ を有すること。 

サイズ 約１３６（Ｗ）×１４６（Ｄ）×１４（Ｈ）ｍｍ（突起部分を除く） 以内 

適合フォーマット 
Ｍ－ＤＩＳＣ（ＤＶＤ）／ＤＶＤ＋Ｒ／ＤＶＤ＋ＲＷ／ＤＶＤ－Ｒ／ＤＶＤ－ＲＡＭ／ＤＶＤ－ＲＯＭ

／ＣＤ－Ｒ／ＣＤ－ＲＷ／ＣＤ－ＲＯＭ に対応していること。 

ディスクローディ

ング方式 
トレイタイプ 

 

 

（29） Ａ３ネットワークスキャナー 

項目 仕様・機能条件 

原稿サイズ Ａ３対応 

形式 卓上型フラットベッドカラーイメージスキャナー 

走査方式 読み取りヘッド移動型原稿固定読み取り 

センサー ４ラインカラーＣＣＤ（Ｒ／Ｇ／Ｂ／Ｋ×１ライン）×２ 

解像度 ６００ｄｐｉ 以上 

外形寸法 ６４０×４６８×１５６ｍｍ （Ｗ×Ｄ×Ｈ） 以内 

重量 約１４．８ｋｇ 以内 

その他 ・スリープモード時が１．５Ｗ以下であること 

 

 

（30） Ａ４スキャナ 

項目 仕様・機能条件 

原稿サイズ Ａ４対応 

形式 卓上型フラットベッドカラーイメージスキャナー 

走査方式 読み取りヘッド移動型原稿固定読み取り 

センサー α-Hyper CCD Ⅱ オンチップマイクロレンズ付 6ラインカラーCCD（R/G/B×2 ライン） 

解像度 ６００ｄｐｉ 以上 

インターフェース Ｈｉ－ＳｐｅｅｄＵＳＢ２．０ を有すること。 

外形寸法 ３０８×５０３×１５３ｍｍ （Ｗ×Ｄ×Ｈ） 以内 

重量 約６．６ｋｇ 以内 

その他 
・スリープモード時が１．５Ｗ以下であること。 

・対応フィルムサイズ ４×５フィルム１枚対応 

 

 

（31） デジタルハイビジョンビデオカメラ 
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  項目 仕様・機能条件 

撮像素子 １／５．８型 Ｅｘｍｏｒ Ｒ ＣＭＯＳセンサー 

総画素数 ２５１万画素 以上 

レンズ 

・Ｆ値（ｆ：焦点距離）：Ｆ１．８～Ｆ４．０（ｆ＝１．９～５７．０ｍｍ） 以内 

・フィルター径：４６ｍｍ 以内 

・レンズカバー：オート（開閉ともに自動）であること。 

・ズーム：光学３０倍 以上 

モニタ ３．０型（１６：９）／４６０ ８００ドット クリアフォト液晶 

記録メディア 

・内蔵メモリ：６４ＧＢ 以上 

・ＳＤＸＣメモリーカード：対応可能であること。 

・ＳＤＨＣメモリーカード：対応可能であること。 

・ＳＤメモリーカード：対応可能であること。 

サイズ Ｗ５７．５ｍｍ×Ｈ６６ｍｍ×Ｄ１２１ｍｍ 以内であること。 

その他 ＨＤＭＩ出力を１系統以上を有していること。 

 

 

（32） デジタルカメラ 

項目 仕様・機能条件 

撮像素子 １／２．３型高感度ＣＭＯＳ、２，０２０万画素 以上 

レンズ 
・焦点距離：４．５（Ｗ）－５４．０ｍｍ（Ｔ） 以上 

・開放Ｆ値：Ｆ３．６（Ｗ）－Ｆ７．０（Ｔ） 以内 

ズーム 
・光学ズーム：１２倍 以上 

・デジタルズーム：４倍 以上 

液晶モニター ３．０型ＴＦＴカラー液晶（約４６．１万ドット）であること。 

記録媒体 ＳＤメモリーカード、ＳＤＨＣメモリーカード、ＳＤＸＣメモリーカードに対応していること。 

ファイルフォーマ

ット 
ＤＣＦ準拠、ＤＰＯＦ（Ｖｅｒ１．１）に対応していること。 

サイズ Ｈ９９．６×Ｈ５８．０×Ｄ２２．８ｍｍ 以内 

 

 

（33） 持運び用ワイヤレスマイクシステム 一式 

項目 仕様・機能条件 

概要 ワイヤレスチューナーが３台以上内蔵できる、ポータブルワイヤレスアンプであること。 

電源 ＡＣ電源または単一乾電池で動作可能な、２電源方式であること。 

定格出力 スピーカーはＡＣ１００Ｖ時60Ｗ以上、ＤＣ１５Ｖ時２０Ｗ以上であること。 

ワイヤレス 

・アンテナ方式：内蔵アンテナ 

・チュナーユニット：３チャンネル以上対応可能であること。 

・受信方式：ダイバーシティ受信 

各端子 マイク入力、ライン入力、ライン出力、各１系統以上有していること。 
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その他 
ハンド型及びタイピン型のワイヤレスマイクを各１本以上用意すること。 

マイク用充電器を１台準備すること。 

（34） 書画カメラ（ＨＤＭＩ） 

項目 仕様・機能条件 

概要 

・画質は、２Ｋ画質以上であること。 

・トータルズーム 288倍24 倍（光学12 倍＋センサズーム2倍）、電子ズーム12倍以上であるこ

と。 

・ＨＤＭＩ出力は、ＨＤＭＩ1.4対応していること。 

・ＳＤカードスロットを装備していること。 

・ワイヤレスリモコンを装備していること。 

端子 
入力端子は、ＨＤＭＩ、VGA 各1 系統以上装備していること。 

出力端子は、ＨＤＭＩ、ＵＳＢタイプB、ＶＧＡ各1系統以上装備していること。 

質量 ５．０Ｋｇ以内であること。 

その他 参考商品：2K（フルHD）書画カメラ 型式PX-10E  

サイズ 
・収納時：Ｗ２９７×Ｄ４８２×Ｈ９５ｍｍ以内であること。 

・セットアップ時：Ｗ２９７×Ｄ４８２×Ｈ４７８ｍｍ以内であること。 

 

 

（35） 書画カメラ（ＵＳＢ） 

項目 仕様・機能条件 

概要 

・1/3.2 インチCMOS 約800 万画素以上であること。 

・ズームは、8 倍以上であること。 

・解像度は、3264 × 2448 に対応していること。 

端子 ＵＳＢ２．０を１系統以上装備していること。 

質量 ６３０ｇ以内であること。 

その他 参考商品：８メガピクセル対応ＵＳＢドキュメントカメラ 型式ＰＤＰ－Ｕ８ＭＡ  

サイズ 
・収納時：Ｗ９０×Ｄ２４３×Ｈ７８ｍｍ以内であること。 

・セットアップ時：Ｗ９０×Ｄ３９８×Ｈ４０８ｍｍ以内であること。 

 

 

（36） ペンダブレット 

項目 仕様・機能条件 

読取方式 電磁誘導方式であること。 

読取可能範囲 ２１６×１３５ｍｍ 以上 

筆圧レベル ４０９６レベル 相当以上 

インターフェース ＵＳＢ を有すること。 

その他 参考商品：ＷＡＣＯＭ  Ｉｎｔｕｏｓ Ａｒｔ ｍｅｄｉｕｍ 型式CTL-6100WL/K0 

 

 

（37） A3 対応ＯＭＲ用スキャナー 
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項目 仕様・機能条件 

形式 卓上型シートスルースキャナー 

読取サイズ 幅：５３ｍｍ～３００ｍｍ 長さ：７０ｍｍ～４３２ｍｍ 

読取面 片面／両面 に対応していること。 

出力解像度 
１００×１００ｄｐｉ、１５０×１５０ｄｐｉ、２００×２００ｄｐｉ、２４０×２４０ｄｐｉ、３０

０×３００ｄｐｉ、４００×４００ｄｐｉ、６００×６００ｄｐｉ に対応していること。 

読取速度 毎分60 枚 以上  

インターフェース Ｈｉ－Ｓｐｅｅｄ ＵＳＢ２．０ を有すること。 

 

 

（38） A４対応ＯＭＲ用スキャナー 

項目 仕様・機能条件 

読取サイズ 幅：５０．８ｍｍ～２１６ｍｍ 長さ：５４ｍｍ～３５６ｍｍ 

読取面 片面／両面 に対応していること。 

出力解像度 

１００×１００ｄｐｉ、１５０×１５０ｄｐｉ、２００×２００ｄｐｉ、２４０×２４０ｄｐｉ、 

３００×３００ｄｐｉ、４００×４００ｄｐｉ、６００×６００ｄｐｉ、１，２００×１，２００ｄｐ

ｉ に対応していること。 

読取速度 毎分５０枚 以上  

インターフェース 
ＵＳＢ ３．２ Ｇｅｎ１ｘ１／ＵＳＢ２．０ 

１０Ｂａｓｅ－Ｔ／１００Ｂａｓｅ－ＴＸ／１０００Ｂａｓｅ－Ｔ を有すること。 

 

 

（39） 図書館システム用周辺機器 １式 

項目 仕様・機能条件 

バーコード 

スキャナー 

（製品）ウイルコムデザイン製 CM-890-USB と同等以上の機能と有するもの。 

（数量）2 台 

プリンター 
（製品）リコー製 RICOH P 6000 と同等以上の機能を有するもの。 

（数量）1 台 

USB メモリー 
（製品）バッファロー製 RUF3-K64GB-WH と同等以上の機能を有するもの。 

（数量）5 個 

 

 

（40） 配信システム １式 

項目 仕様・機能条件 

ストリーミング 

製品 

（製品）Apple 製AppleTV MN873J/A-と同等以上の機能と有するもの。 

（数量）２４台 

ライブ 

ストリーミング 

製品 

（製品）アイオーデータ機器製 GV-LSBOX と同等以上の機能を有するもの。 

（数量）２台 
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（41） ネットワーク機器 １式 

項目 仕様・機能条件 

概要 ※９．ネットワーク工事設定施工に記載 

 

 

7. システム仕様 

ネットワーク管理監視システム 

• メイン画面では、ポートステータス（リンクアップ／リンクダウン、ポート速度）や、機器詳細（製品名、バージョ

ンなど）を表示し、 ネットワーク機器情報を一元管理できるようにすること。 

• サーバ／クライアント形式での操作が可能であり、クライアントとして遠隔地から汎用のＷＥＢブラウザを用いて操

作が行えること。 また、当該機能を実現するためにライセンスを必要としないこと。 

• 監視可能なネットワークデバイスの台数は、５００ノード以上であること。 

• ネットワークの構成要素を、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｗｉｎｄｏｗｓ エクスプローラのＧＵＩ に準じたツリー状に

表示し、ネットワーク構成を階層的に把握することが 可能であること。各要素はアイコン化され、アイコンの形状、

色によって構成要素の状態の概要を把握することが可能であること。 

• ツリーはＶＬＡＮ を中心としたＶＬＡＮ－スイッチ－ポート（セグメント）－セグメント内の機器を階層的に表示

するものと機器を中心としたサブネット－スイッチ（ルータ）－ポート（セグメント）－セグメント内の機器の階層

的な表示が可能であること。 

• ＭＩＢ情報について、テーブル形式、折れ線グラフ、バーチャートを監視端末に表示可能なこと。 

• オプションで当該製品の物理ポート状態、各ステータスＬＥＤ表示を視覚的に監視できるＳＮＭＰデバイスマネージ

メントソフトウェアが用意されていること。 

• ログ収集できる仕組みを構築すること。 

 

 

校内ポータルシステム 

本校における校内ポータルシステムは、本システムを利用し校内コミュニケーションを安定した運用を行い、支援することを目的

とする。機能としては校内メール、校内施設・備品の予約、使用状況の確認や、掲示板、教職員のスケジュール管理を行えるシステム

を導入すること。 

 

システム仕様 

■導入  

システム形態 ＷＥＢシステムで稼動すること。 

インストール 原則として、サーバのみのインストールで稼動し、クライアント側にはインストール作業を必要と

しないこと。（ＡｃｔｉｖｅＸコントロール、一部のツール類を除く） 

購入形態 

＜ユーザーライセンス＞ 

利用ユーザー数を無制限（フリーライセンス）とする購入が可能であること。 

購入形態 

＜データベース等＞ 

別途データベースや検索エンジンが必要とされる場合に、それらを含めた購入が可能であること。 

Ａｃｔｉｖｅ Ｄｉｒｅｃ

ｔｏｒｙ連携 

Ａｃｔｉｖｅ Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙでユーザー情報を統合管理できること。 

■管理  

管理者の設置 データの登録・変更・削除・ユーザー管理・アクセス制御等、システムの構築・管理に必要な権限

を有する管理者ユーザーを設置できること。 

サブ管理者の設置 管理者機能の一部の使用を、任意のユーザーに許可し、サブ管理者を設置できること。 



 - 33 - 

操作ログ管理 管理者による各種操作のログを検索・閲覧・ＣＳＶ出力できること。 

■監査  

監査者の設置 管理者による各種設定作業を監査するための監査者ユーザーを設置できること。 

管理者ログ管理 管理者による各種設定作業のログを検索・閲覧・ＣＳＶ出力できること。 

■ポータル  

タイトル変更 ポータルのタイトルを変更できること。 

ロゴ変更 システムロゴを、任意の画像に変更する機能を有すること。 

起動時表示ページの設定 ポータル起動時の初期表示ページを設定できること。 

システム共通ポータル システム共通のポータルを設定できること。 

グループ別ポータル 所属や役職等のグループ別のポータルを設定でき、複数のグループに所属するメンバーには、所属

するすべてのグループのポータルが提供されること。逆に、グループに所属しないメンバーは、グ

ループポータルにはアクセスできないこと。 

個人ポータル（パーソナラ

イズ） 

個々のユーザー専用のポータルを設定（パーソナライズ）できること。 

テンプレート対応 テンプレートを利用したポータル設定が可能であること。 

外部アプリケーション呼び

出し（起動） 

クライアント／サーバシステムやＷｅｂシステム等、外部アプリケーションをポータルから実行可

能であること。 

外部ホームページ表示 インターネットやイントラネット上の外部ホームページを、ポータル上に表示可能であること。 

■校内メール  

校内メール 校内のユーザーのみで送受信可能な（Ｅメールの送受信はできない）メール機能があること。 

フォルダの階層管理 階層構造を持つフォルダで、学内メールを管理できること。 

未読／既読状態 メール一覧上で、未読メールと既読メールがひと目で確認可能であること。 

メールのドラッグ＆ドロッ

プ移動 

メール一覧上で選択した校内メールを、ドラッグ＆ドロップで任意のメールフォルダに移動できる

こと。 

宛先選択 校内メールの宛先を、システム共通のアドレス帳、および個々のユーザー専用のアドレス帳から選

択できること。 

複数ファイルの添付 １つの校内メールに複数ファイルの添付が可能であること。 

添付ファイルのドラッグ＆

ドロップ指定 

添付ファイルのドラッグ＆ドロップ指定が可能であること。 

重要度 校内メールの属性として、重要度が指定できること。 

下書き 作成中の校内メールを、下書き保存できること。 

送信済みメールの再利用 過去に送信した校内メールを、再利用して送信できること。 

電話メモ 電話メモを送信するための定型メールフォームを提供していること。 

新着一覧Ｗｅｂパーツ ポータル上に新着の校内メールを一覧表示するためのＷｅｂパーツを提供していること。 

■掲示板  

フォルダの階層管理 階層構造を持つフォルダで、掲示板として、校内共有情報を管理できること。 

フォルダアクセス権 フォルダ単位で、掲示文書の閲覧・登録・削除等のアクセス制御が行えること。 

フォルダ内の未読文書の有

無確認 

フォルダ一覧上で、フォルダ内の未読文書の有無が確認可能であること。 

未読／既読状態 文書一覧上で、未読文書と既読文書がひと目で確認可能であること。 

新着文書一覧 新着文書のみを一覧で表示できること。 

閲覧文書へのコメント投稿 閲覧中の文書に対し、コメントを投稿できること。 

複数ファイルの添付 １つの掲示文書に複数ファイルの添付が可能であること。 
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添付ファイルのドラッグ＆

ドロップ指定 

添付ファイルのドラッグ＆ドロップ指定が可能であること。 

重要度 掲示文書の属性として、重要度が指定できること。 

有効期限 文書の有効期限を設定できること。また、期限を過ぎた文書は自動的に非表示となること。 

新着一覧Ｗｅｂパーツ ポータル上に新着の掲示文書を一覧表示するためのＷｅｂパーツを提供していること。 

■スケジューラ  

個人スケジューラ 個人のスケジュールを参照するための個人スケジューラ機能を有すること。 

グループスケジューラ 複数のユーザーのスケジュールを一覧で参照するためのグループスケジューラ機能を有すること。 

アクセス権 スケジュールの閲覧・登録・変更・削除等のアクセス制御が行えること。 

秘書機能 自分のスケジュール調整を、秘書に委任可能であること。 

通知機能 他人から自分のスケジュールを登録・変更・削除されたときに、校内メールまたはＥメールで通知

を受け取る設定が行えること。 

スケジュールのドラッグ＆

ドロップ操作 

スケジュールのドラッグ＆ドロップによる登録・変更が可能であること。 

スケジュールのマスタ登録 よくあるスケジュールをマスタとして登録し、マスタからのスケジュールワンタッチ登録が可能で

あること。 

スケジュールの色分け スケジュールの内容に応じた色分け表示が可能であること。 

スケジュールへのテキスト

情報付加 

スケジュールデータに、議事録等のテキスト情報を付加できること。 

起動時表示ユーザーの固定 個人スケジューラ・グループスケジューラ起動時の、初期表示ユーザーを設定できること。 

ユーザー・施設の同時表示 グループスケジューラで、ユーザーだけでなく、施設も同時に表示できること。 

表示ユーザー・施設の空き

状況表示 

グループスケジューラで、表示中のユーザー・施設の共通の空き時間がひと目で確認できること。 

表示ユーザー・施設への一

括スケジュール登録 

グループスケジューラで、表示中のユーザー・施設に対し、共通のスケジュールを一括で登録でき

ること。 

会議開催機能 会議開催の候補日時と参加予定者を指定し、参加予定者の参加可否の返答を受けて、開催日時を決

定する機能を有すること。 

予定一覧Ｗｅｂパーツ ポータル上に直近の数日のスケジュールを一覧表示するためのＷｅｂパーツを提供していること。 

■施設予約  

施設予約 会議室や校内共有設備などの予約管理が行えること。 

アクセス権 施設の予約状況の閲覧・登録・変更・削除等のアクセス制御が行えること。 

施設の重複予約禁止 施設の重複予約の防止が可能であること。 

予約データのドラッグ＆ド

ロップ操作 

予約データのドラッグ＆ドロップによる登録・変更が可能であること。 

予約内容のマスタ登録 よくある予約内容をマスタとして登録し、マスタからのワンタッチ予約が可能であること。 

予約データへのテキスト情

報付加 

予約データに、議事録等のテキスト情報を付加できること。 

起動時表示施設の固定 施設予約起動時の、初期表示施設を設定できること。 

受付との連動 受付での応対が必要な施設を設定し、予約時に、お茶だし等の受付応対時に必要な情報を付加でき

ること。また、その情報を受付で確認して対応するための機能を有すること。 

■その他グループウェア機

能 

 

アンケート 自由に項目設定のできるアンケート機能を有すること。 

お知らせ 全体用、グループ用のお知らせを設定し、ポータル上でテロップのように表示できること。 
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ＴｏＤｏ やるべき仕事を一覧表示し、締切等を管理する機能を有すること。 

■モバイル  

モバイル メールの送受信やスケジュールの参照・登録・変更等が、モバイル端末から行えること。 

（ｉＰｈｏｎｅ、ｉＰａｄ端末／ ｉＯＳ ８ ／ ９ ／ １０．／ １１．２及びＡｎｄｒｏ

ｉｄ端末／ Ａｎｄｒｏｉｄ ４．２ ／ ４．３ ／ ４．４ ／ ５．０ ／ ５．１ ／ 

６．０／７．０／８．０（Ａｎｄｒｏｉｄ）に対応していること） 

■サポート  

サポート フリーダイヤルによる問合せ対応のサポート体制があること。 

 

 

 

文書管理システム 

文書管理システムは校内の情報資産である、ドキュメントの安全な管理と有効活用を行うことを目的とする。 

システム仕様 

■導入  

システム形態 ＷＥＢシステムで稼動すること。 

インストール 原則として、サーバのみのインストールで稼動し、クライアント側にはインストール作業を必要とし

ないこと。（ＡｃｔｉｖｅＸコントロール、一部のツール類を除く） 

購入形態 利用ユーザー数を無制限（フリーライセンス）とする購入が可能であること。 

購入形態 別途データベースや検索エンジンが必要とされる場合に、それらを含めた購入が可能であること。 

■管理  

管理者の設置 データの登録・変更・削除・ユーザー管理・アクセス制御等、システムの構築・管理に必要な権限を

有する管理者ユーザーを設置できること。 

サブ管理者の設置 管理者機能の一部の使用を、任意のユーザーに許可し、サブ管理者を設置できること。 

文書属性管理 タイトル・登録者等のシステム既定の文書属性の他に、任意の属性を追加し、検索に利用できるこ

と。 

フォルダの階層管理 階層構造を持つフォルダで、文書を管理できること。 

フォルダの最大容量制限 フォルダ単位での容量制限が行えること。 

文書の発効日／失効日管

理 

文書の発効日／失効日（有効期限）を管理でき、また、発効日や失効日で検索し、不要な文書を削除

できる機能を有すること。 

ロゴ変更 システムロゴを、任意の画像に変更する機能を有すること。 

操作ログ管理 管理者による各種操作のログを検索・閲覧・ＣＳＶ出力できること。 

■監査  

監査者の設置 管理者による各種設定作業を監査するための監査者ユーザーを設置できること。 

管理者ログ管理 管理者による各種設定作業のログを検索・閲覧・ＣＳＶ出力できること。 

■セキュリティ  

フォルダアクセス権 フォルダ単位で、文書の閲覧・登録・変更・削除等のアクセス制御が行えること。 

文書アクセス権 文書単位で、閲覧・登録・変更等のアクセス制御が行えること。 

アカウントロックアウト 指定のログオン試行回数を越えてもログオンに成功しない場合に、一定期間、アカウントをロックア

ウトする機能を有すること。 

パスワード有効期間 ユーザーパスワードの有効期間を設定し、定期的にパスワード変更を促す機能を有すること。 

その他 ファイルの印刷・ダウンロード・持ち出し等を禁止する機能を有すること。（オプション対応可） 

■検索  
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文書属性検索 複数の文書属性に条件を指定し、ＡＮＤ／ＯＲ検索が行えること。 

全文検索 指定のキーワードによるファイル内全文検索が行えること。 

全文検索可能データ形式 Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｗｏｒｄ／Ｅｘｃｅｌ／ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ、ＰＤＦ、ＴＸＴ、ＨＴＭＬの

全文検索が可能であること。 

検索条件の保存と通知 よく使用する検索条件を保存する機能を有すること。また、検索条件に合致した文書が公開された際

に、Ｅメール通知を受け取る設定が行えること。 

概念検索・自然文検索 自然文によるファイル内概念検索が行えること。（オプション対応可） 

フォルダ検索 指定のキーワードを含む名称のフォルダの検索が行えること。 

■閲覧  

文書一覧の表示形式 文書一覧において、タイトル等の文書属性を一覧表示する機能と、サムネイル表示する機能を有する

こと。 

新着文書一覧 新着文書のみを一覧で表示できること。 

ＣＡＤファイルのビュー

ワ提供 

ＣＡＤソフトのないクライアントでも、ＣＡＤファイルが閲覧可能なビューワを提供していること。

（オプション対応可） 

■登録  

登録可能データ形式 Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｗｏｒｄ／Ｅｘｃｅｌ／ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ、ＰＤＦ、ＴＩＦＦ、ＪＰＥ

Ｇ、ＢＭＰ、ＺＩＰ、ＬＺＨ等、登録可能なこと。 

複数ファイルの添付 １つの文書に複数ファイルの添付が可能であること。 

添付ファイルのドラッグ

＆ドロップ指定 

添付ファイルのドラッグ＆ドロップ指定が可能であること。 

テンプレート対応 テンプレートを利用した文書登録が可能であること。 

発効日／失効日の設定 文書の発効日／失効日（有効期限）を設定できること。また、失効した文書は自動的に非表示とな

り、検索対象からも外されること。 

失効日通知の設定 文書の失効前に、登録者に対し、失効日をＥメールで通知する機能を有すること。 

自動採番 文書の登録時に、自動的に採番される機能を有すること。 

文書間リンク 文書の登録時に、既に登録済みの文書から関連するものを選択し、リンク情報を持たせる機能を有す

ること。 

自動登録 ＵＩを使った文書登録機能のほかに、文書の属性情報や添付ファイルを定期的かつ自動的に取り込

み、登録する機能を有すること。 

編集 アクセス権限に応じて、登録された文書を後から編集可能であること。 

版管理 ファイルの編集を行う際に、版の履歴（世代）管理が行えること。 

複合機連携 複合機から、スキャンファイルをダイレクトに登録する機能を有すること。（オプション対応可） 

■一括処理  

ユーザー一括登録 ユーザーの一括登録が行えること。 

ユーザー属性の一括変更 ユーザー属性の一括変更が行えること。 

文書一括登録 文書の一括登録が行えること。 

文書属性の一括変更 文書属性の一括変更が行えること。 

アクセス権一括設定機能 アクセス権の一括設定が行えること。 

■Ｗｅｂパーツ  

Ｗｅｂパーツの提供 新着文書一覧等、ポータル上に文書管理上の情報を表示するためのＷｅｂパーツを提供しているこ

と。 

■サポート  

サポート フリーダイヤルによる問合せ対応のサポート体制があること。 
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授業支援システム 

授業支援システムに必要な要件を以下に示す。 

（1） サポートを考慮して、以下の文言を同一メーカーの製品で実現できること。 

（2） ＬＡＮ環境を使用し、教員ＰＣと学習者ＰＣ間で画像／教材ファイル等を転送するサーバ不要のソフトウェア方式の

システムであること。 

（3） 教員側コントロールソフトは、日本語／英語／中国語（簡体字／繁体字）／韓国語／タイ語／ハンガリー語／フラン

ス語／スペイン語／ドイツ語の切り替えができること。 

（4） １つのクラスに対して複数の座席レイアウトを登録することが可能なこと。 

（5） 教員ＰＣの画面を学習者ＰＣへ送出できること。 

（6） 教員ＰＣから送出された画面は、ウインドウサイズでの縮小表示できること。 

（7） 教員ＰＣの画面を送出する際、リアルタイム表示だけでなく、一時停止状態での送出もできること。 

（8） 教員が許可した学生ＰＣから、教卓ＰＣをリモート操作できること。 

（9） 学習者画面の分割巡回受信が可能なこと。 

（10） ＭＰＥＧファイル、またはＡＶ機器の映像をリアルタイムにエンコードしながら学習者のＰＣに一斉配信できること。 

（11） 教員ＰＣから任意のファイル／フォルダを、全員／グループ／個人の学習者ＰＣに配布できること。学習者ＰＣが各

自異なるユーザ名でＷｉｎｄｏｗｓにログオンしている場合でも、学習者ＰＣのデスクトップにファイル／フォルダ

を配布できること。 

（12） 学習者のＰＣの任意のファイルを、教員ＰＣの任意のフォルダに回収できること。 

（13） 教員が指定したフォルダ（教員ＰＣのデスクトップなど）に、学習者の操作でファイルを提出することができること。

また、学習者からの提出の受け付け・締め切りのタイミングを教員が指定できること。 

（14） 対象者を選択する必要なく、ワンクリックで全学習者ＰＣに教員画面の送信／ブラックアウト／インターネット利用

禁止／がそれぞれ実行できること。 

（15） 学習者ＰＣの電源ＯＮ／ＯＦＦ／再起動／ログオン／ログオフを、教員側からリモートで行えること。 

（16） 学習者ＰＣで起動しているアプリケーションの一覧表示ができ、また強制終了できること。 

（17） 学習者ＰＣのアプリケーションの利用を一時的に制限できること。ホワイトリスト／ブラックリスト方式であること。 

（18） 学習者ＰＣのＷｅｂブラウザの規制が出来ること（ＩＥ、Ｅｄｇｅ、Ｆｉｒｅｆｏｘ、Ｃｈｒｏｍｅ） 

（19） ソフトウェア起動時に、デフォルトでＷｅｂ禁止になるよう設定ができること。 

（20） 教師ＰＣが起動していない状態でも、学習者ＰＣのＷｅｂアクセスへの制限がかけられること。 

（21） Ｗｅｂアクセスの制限にスケジュール（曜日や特定の日付）設定ができ、設定が適用されている状態でも教師ＰＣか

らその制限を解除できること。 

（22） ｅｘｅファイルなどのアイコン、ブラウザ上のＵＲＬを座席スペースにドラッグ＆ドロップすることで、該当のプロ

グラムやＵＲＬを直感的に起動することが可能なこと。また同じ手順でファイル配付も可能なこと。 

（23） 各教員の担当する講義ごとに、出席学習者名、座席配置、グループ設定を保存できること。 

（24） 学習者の出席状態（出席／欠席）が教員側コントロールソフトの座席ボタンに色分けして表示され、ひとめで確認で

きること。 

（25） 出席／欠席／遅刻を自動集計し、ファイルの保存、印刷ができること。 

（26） 学習者ＰＣに出席票を配布し、学習者の自由入力した名前を使用して出席確認できること。 

（27） ＷｉｎｄｏｗｓログオンＩＤにより、ＡｃｔｉｖｅＤｉｒｅｃｔｏｒｙサーバから姓名または学籍番号を取得して、

教員側コントロールソフトに学習者の氏名を表示できること。 

（28） 学習者ＰＣの操作履歴を表示、蓄積する事ができること。 

（29） 番号選択、キー入力、複数選択の３種類のテスト形式の問題を作成及び実施できること。 

（30） 問題作成では画像やＵＲＬの貼付、制限時間の設定ができること。 

（31） テスト問題は、教員ＰＣ以外のＰＣでも作成できること。また、作成した問題の保存・取り込みができること。 

（32） テスト問題は、ＣＳＶファイルのインポートおよびエクスポートができること。 
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（33） 学習者の回答をリアルタイムで教員ＰＣで確認できること。また、表やグラフなど５種類の帳票で確認できること。 

（34） アナライザー機能を有し、コントローラ画面のサムネイル上に学習者の回答が表示されること。 

（35） アナライザー機能は多肢選択問題、正誤問題、記述問題が実施可能なこと。 

（36） グループワーク機能を有し、グループのリーダーから各学習者ＰＣへファイルを配布／提出ができること。 

（37） リーダーについては、学習者で任意に変更ができること。 

（38） ランダムで動的にグループ生成を行い、開始できること。 

（39） プレゼンテーションの発表者に対し、他学習者からの相互評価ができること。 

（40） 評価種別は数値による定量評価と、自由テキスト記述による定性評価が同時に行えること。 

（41） 評価項目を任意に２０項目まで設定できること。 

（42） 評価数値は２～１００まで任意に下限値／上限値を設定できること。 

（43） 教師は集計結果がグラフ表示で確認でき、学習者には結果が表示できること。学習者への結果表示は教師ＰＣで制御

できること。学習者への結果表示は評価者の情報を匿名にして実施できること。 

（44） 評価内容は事前に設定でき、ＣＳＶファイル形式で保存／読込できること。 

（45） 先生・学習者のＵＩ切り替えを先生単位で動的に行うことができること。 

（46） テストモード機能を有し、開始・停止の間、指定したプログラム・ＵＲＬを許可・禁止できること。 

（47） 各グループから１名づつ学習者を選択し、ペアグループを自動的に作る機能を有すること。 

 

 

シンクライアントシステム 

シンクライアントシステムは下記の機能が全て満たされていること。 

（1） 方式 

⚫ ネットワークブート方式であること。 

⚫ ローカルキャッシュ内のイメージデータは、クライアントのハードディスクの未使用領域内に保存され、かつ暗号化

することで、第三者によるデータの解析や改ざんができない構造であること。 

（2） 復元機能 

⚫ 研修授業等において一定期間継続運用（再起動しても復元しない）を可能とするため、再起動するだけで以前の状態

に戻る復元機能を有するとともに、復元するかしないかをクライアント毎および、起動イメージ毎に設定でき、かつ

復元するタイミングを毎回、毎日、曜日ごと、日付指定に指定できること。 

⚫ 復元機能が機能している状態で、クライアントの指定のファイルおよびフォルダ、およびレジストリの指定箇所を、

再起動後も復元しない設定ができること。 

⚫ クライアントのローカルディスクの領域にフォルダリダイレクト先のストレージを作成運用することができる。           

またこの領域は、クライアントのデバイスマネージャーを使ってもアクセスできない領域とし、セキュリティが担保

できること。 

（3） ＯＳ起動 

⚫ クライアントは、最新のＷｉｎｄｏｗｓバージョンおよび、最新のＬｉｎｕｘバージョンに対応し複数のＯＳイメー

ジが起動する実績があること。 

⚫ 利用者が、設定した時間内（タイムアウト時間）に起動イメージを選択しない場合、自動的に設定した起動イメージ

で起動できること。また、タイムアウト時間はクライアント毎に設定できること。 

⚫ クライアント毎およびイメージ毎に、パスワードによるイメージの起動制限ができること。 

（4） キャッシュ 

⚫ 少ない容量のディスクで複数イメージを起動する事が出来る部分キャッシュ機能、ネットワークが遮断されてもク

ライアント単体で起動出来るフルキャッシュ機能を現場運用に合わせてハイブリッドに構築でき、また運用途中で

もキャッシュ方式を変更出来ること。 

⚫ ローカルキャッシュへのイメージの配信は、クライアント間で相互に行うことで、幹線ネットワークとサーバーの負

荷を軽減することができること 
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⚫ ローカルキャッシュへのイメージの配信は、マルチキャスト通信を禁止された環境においても、ユニキャストを使い

セグメントを跨ぐネットワーク間で行えること。 

（5） パフォーマンス 

⚫ クライアントのメモリの一部をローカルキャッシュエリアに配置し、ＷｉｎｄｏｗｓＯＳが起動時に読み込まれ

るデータを記憶、再起動時の起動時間を短縮できる機能を有すること。 

⚫ 配信サーバーのメモリを使って、クライントの起動時間を短縮できる機能を有すること、また、使用するメモリサ

イズは調整できること。 

（6） ネットワーク機能 

⚫ ＤＨＣＰサーバーおよびＰＸＥサーバー機能を有すること。 

⚫ 起動したＷｉｎｄｏｗｓ およびＬｉｎｕｘ に、コンピュータ（ホスト）名およびＩＰ設定を付与できること。ま

た、起動イメージ毎にコンピュータ名および、ＩＰ設定を変更する機能を有すること。 

（7） イメージ管理 

⚫ イメージ更新時イメージコピーすることなく、自動的に旧世代を無制限に保持できること。このときの旧世代は差分

データのみを保持すること。 

⚫ イメージ更新時は、更新イメージで起動していることがわかるように、メッセージをクライアントに上で通知するこ

と。 

⚫ 起動イメージはツリー構造で管理ができ、ツリー上のいずれの起動イメージからでも、起動できること。また、旧世

代イメージから起動しても新世代イメージは保持されること。 

⚫ 指定したイメージが容易に削除されないよう、イメージのロック機能を有すること 

（8） 運用管理 

⚫ 管理コンソールやメニュー、ファイル名、マニュアル等は日本語に対応していること。 

⚫ クライアント毎、起動イメージ毎に、ＵＳＢメモリドライブ、ＩＤＥドライブ、ＣＤ／ＤＶＤドライブなどのデバイ

ス操作をブロックできること。 

⚫ Ｗｉｎｄｏｗｓ及びＬｉｎｕｘにおいて、クライアントに、ＵＳＢメモリやＣＤ／ＤＶＤメディアが挿入されている

状態でシャットダウンまたは、ログオフした場合、利用者に取り忘れを音声警告又は表示警告および、利用者と管理

者へメールを送信できること。また、この設定は、管理コンソールからグループ単位で設定できること。 

⚫ 管理画面から、クライアントのリモート操作、複数クライアントの画面モニタリングが同時できる機能があること。 

 

 

機器及び各システムの校内配置と主要機器一覧及び教室別アプリケーション一覧表について 

 

⚫ 校内配置については、別紙「主要機器一覧及び教室別アプリケーション一覧表」を参照にすること。 

⚫ 別紙に記載のないフリーソフトについては、担当者と協議の上対応すること。 

⚫ その他教室も学校担当者と打ち合わせを行い、配置設定を行うこと。 

⚫ 指定する教室に、授業支援システムを本校と協議の上、構築すること。 

⚫ 指定する教室に、シンクライアントシステムを本校と協議の上、構築すること。 

⚫ ネットワークケーブルを必要数、新たに敷設すること。 

⚫ 必要な電源容量を確保すること。 

⚫ ＨＵＢは必要台数設置すること。 

⚫ 机については既存のものを使用し、レイアウトについては本校と協議の上、設置すること。 

⚫ 既存周辺機器との接続・設定を行うこと。 

⚫ 別紙に記載のない、下記製品とソフトウェアは別途調達すること。 

 

項目  数量 

１ 有線レーザーマウス ６３ 
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２ ＩｎｔｅｒＭａｉｌ Ｐｏｓｔ．Ｏｆｆｉｃｅ Ａｄｖａｎｃｅｄ Ｅｄｉｔｉｏｎ ４．４ ２

００アカウント テクニカルサポート（５年間） 

１ 

３ 

 

Ｔｒｅｎｄ Ｍｉｃｒｏ エデュケーションパック ５年 １ 

４ Ｒｅｄ Ｈａｔ Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ Ｌｉｎｕｘ Ｓｅｒｖｅｒ， Ｓｔａｎｄａｒｄ （Ｐ

ｈｙｓｉｃａｌ ｏｒ Ｖｉｒｔｕａｌ Ｎｏｄｅｓ）５Ｙ 

１ 

５ Ｒｅｍａｒｋ Ｏｆｆｉｃｅ ＯＭＲ Ｖｅｒ．９ １ 

６ 日書連Ｍａｒｃ更新料（５年間） １ 

７ LIbMax,LibFinder年間保守 １ 

８ ＳｕｒｅＳｅｒｖｅｒ Ｐｒｉｍｅ ５年パック １ 

 

 

 

8. ネットワーク工事設定施工 

校内のシステム化に伴い校内情報ネットワーク（以下、ＬＡＮという）再構築が必要になる。その為、校内各箇所で既設のＬＡ

Ｎを統合し、広帯域で拡張性に優れ、信頼性が高く、運用・保守を容易に行えるＬＡＮを再構築します。既存ＬＡＮ同様に高品

質で安定的なＬＡＮを再整備することを今回の調達の目的とします。 

 

ネットワーク工事の適応範囲についてネットワーク工事の基本的要件校内ＬＡＮ工事 

（1） 校内ＬＡＮ機器更新に伴うＬＡＮケーブルの敷設及び付帯工事 

（2） ＬＡＮ機器の更新に伴う構築及び運用・保守 

（3） 入替作業を含む、ＬＡＮ構築・設計・設定・設置作業及び附帯工事 

（4） スイッチングＨＵＢ等のネットワーク機器の取付・調整及び通信試験  

（5） 無線アクセスポイント管理スイッチと無線アクセスポイントの間のＬＡＮケーブルは既設流用、必要な場合は新規に 

ＵＴＰケーブルを設置すること。 

（6） 無線アクセスポイントは、景観・室間に影響しないように、色＝ホワイト系、形状＝四方形の筐体で有ること。コア・

スイッチ、棟メイン・スイッチ、フロアー・メインスイッチは２台以上設置してアクティブな冗長化をすること。 

（7） コア・スイッチと棟メイン・スイッチ、フロアー・メインスイッチの間は、既存マルチモード（ＧＩ）光ファイバーケ

ーブルを流用すること。また、機器側にはＳＦＰモジュールの手配を含め、アクティブな冗長化構成で設計すること。 

 

ネットワーク工事の基本的要件 

１．基本方針 

（１） 新システム導入に伴う校内ネットワークシステム（以降、次期ＮＷシステムと略する）基本方針を以下に挙げる。 

（２） ネットワーク認証及びセキュリティが確保されている無線ＬＡＮの導入を行い、安全で安心なネットワークを構築する。 

（３） ネットワークの帯域確保や機器の冗長化を図り、可用性を高めたネットワークを構築する。 

（４） 障害時の電話等の問合せに対して、速やかに対応できるように配慮すること。 

 

２．基本要件 

過去7年以内に府内でＬＡＮ構築導入実績があること。また、証明する書類を提出すること 

（１） 過去7 年以内に府内でＬＡＮ構築導入実績があること。また、証明する書類を提出すること 

（２） 入札参加業者は、「行政機関が保有する電子計算機処理に係る個人情報の保護に関する法律」を厳守し、個人情報保護

法の観点よりプライバシーマーク（ＪＩＳ Ｑ １５００１）認定証明ができること。＂ 

（３） ネットワーク機器は、最新ファームウェアで設定を行い、事前検証を行ったのちに導入すること。 

（４） 納入するネットワーク機器は、日本国内正規代理店経由で販売された物であること。また、証明書類を提出できるよ

うに準備すること。 
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（５） ケーブルは必要に応じ適正な配線保護を行うこと。 

（６） 現在管理棟に設置してあるネットワーク監視ソフトに対し、本件構築が完了した時点で更新業務を行うこと。また、

その作業に関しては既存ネットワークベンダーと各種調整を実施すること。＂ 

（７） 新規ネットワーク機器の死活監視及びＳＮＭＰ監視可能なソフトウェア及びソフトウェアの費用を含めること。 

（８） 新規で設置するネットワーク機器のＬＡＮ配線工事費用及び電気工事を費用を含めること。 

（９） 各所でネットワーク機器を設置する際には、取付け金具及び既設電源コンセントの差込口をＯＡタップ等で調整する

こと。その費用を本調達に含めること。 

（１０） 既存ネットワーク機器や配線、ダンボール等の不用品の、撤去・廃棄費用も本調達に含めること。 

 

 

校内ＬＡＮ工事 

１．ネットワーク構成設計上の基本要件 

• 有線ＬＡＮ  と 無線ＬＡＮ を準備すること。 

 

２．有線ＬＡＮ 

• 幹線（コアＳＷからフロアスイッチ間）は、１Ｇｂｐｓ以上の速度を有すること。 

• なお、接続コードはマルチモード光ファイバーで行うこと。 

• コアスイッチを ４台以上準備すること。 

• コアスイッチとフロアスイッチは、リンクアグリゲーションやリングプロトコルを用いた経路冗長構成を確保し、障害時に

自動的に切り替わること。＂ 

• エッジスイッチのアクセスポートは１Ｇｂｐｓ以上とする。 

• 有線ＬＡＮスイッチは同一メーカーにて手配すること。 

 

３．無線ＬＡＮ 

• 無線ＬＡＮはＩＥＥＥ８０２．１１ａ、ｂ、ｇ、ｎ、ａｃ対応集中管理型無線ＡＰを選択すること。 

• また、Ｗｉ－Ｆｉの認定を受けた製品であること。＂ 

• 無線ＬＡＮの導入に当たり、落札後にサイトサーベイを実施へ診断レポートを提出すること。 

• 適切な場所に必要な台数の無線ＡＰを設置すること。またその調査費用も想定すること。＂ 

• 無線ＡＰへの給電は、ＵＴＰから給電すること。 

• 各フロアに適切な台数のＡＰを設置し、全域で携帯情報端末（ＰＤＡ）やノート型パソコンによる無線ＬＡＮ接続を想定

すること。 

• 端末側に収容する無線受信機も調達範囲内とする。 

• 無線ＡＰ集中管理型製品及び無線ＡＰは同一メーカーにて手配すること。 

 

 

ネットワーク機器詳細仕様 

ネットワーク機器関連 

（1） ＦｉｒｅＷａｌｌ 

・製品名Ｆｏｒｔｉｇａｔｅ２００Ｆと同等以上の機能を有すること。 

・１０／１００／１０００インタフェースを１６個以上を有すること。 

・ファイアウォール、ＶＰＮ（ＩＰＳｅｃとＳＳＬ）、不正侵入検知／防御、アンチウィルス／アンチスパイウェ

ア、アンチスパム、Ｗｅｂフィルタリングの機能を有すること。 

・アプリケーション制御、情報漏洩防止、ＩＰｖ４／ＩＰｖ６のダイナミックルーティング、エンドポイントＮＡ

Ｃ、ＳＳＬ暗号化トラフィック、インスペックションの機能を有すること。 

・ファイアウォールスループットは１５１８／５１２／６４バイトＵＤＰパケットでそれぞれ２７／２７／１１Ｇｂ
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ｐｓ以上であること。 

・ＩＰＳｅｃＶＰＮスループットは１３Ｇｂｐｓ以上であること。 

・ＳＳＬＶＰＮスループットは２Gｂｐｓ以上であること。 

・ＩＰＳスループットは５Ｇｂｐｓ以上であること。 

・みらいネットの通信ログをＳｙｓｌｏｇへログ化できるように設定を施すこと。 

 

（2） ギガアクセスＶＰＮルーター 

・製品名RTX830 と同等以上の機能を有すること。 

・１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０００ＢＡＳＥ－Ｔ、ストレート／クロス自動判別ＬＡＮポートを

１ポート以上有していること。 

・ポート分離、ＬＡＮ分割（ポートベースＶＬＡＮ）、ポートミラーリングのスイッチ機能を有していること。 

・１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０００ＢＡＳＥ－Ｔ、ストレート／クロス自動判別ＷＡＮポートを

１ポート以上有していること。 

・ｍｉｃｒｏＳＤスロットを１スロット以上有していること。 

・ＵＳＢポートを１ポート以上有していること。 

・２５６ＭＢ以上のＲＡＭを有していること。 

・ルータ機能として、ＤＨＣＰサーバー、ＤＨＣＰクライアント、ＤＨＣＰリレーエージェント、ＤＮＳリカーシブサ

ーバー、ＤＮＳサーバー選択機能、ＣＩＤＲ、ＰＲＯＸＹＡＲＰ、ＳＮＴＰサーバー、ＮＴＰクライアント、ＬＡＮセ

カンダリアドレス設定、フィルター型ルーティング、ＬＯＯＰＢＡＣＫ／ＮＵＬＬインターフェース、パケット転送

フィルター、マルチホーミング、スケジューリング機能、生存通知機能を有していること。 

・バックアップ機能として、ＶＲＲＰ、フローティングスタティック、ネットワーク／Ｔｕｎｎｅｌバックアップ機能

によりＶＰＮ／イーサネットにバックアップ、バックアップメール通知を有していること。 

・セキュリティ機能として、ＵＲＬフィルタリング機能（内部データベース参照型）、ＤＨＣＰ端末認証機能、Ｗｉｎ

ｎｙフィルター（ＷｉｎｎｙＶｅｒｓｉｏｎ２対応）、Ｓｈａｒｅフィルター（Ｓｈａｒｅバージョン１．０ ＥＸ２

対応）、ＭＡＣアドレスフィルタリングを有していること。 

 

（3） コア・スイッチ 

・ＩＥＥＥ８０２．３ａ ｂ １０００ＢＡＳＥ－Ｔインターフェイスを最大４８ポート以上実装可能であること。 

・１０ＧＳＦＰ＋インターフェイスを最大４ポート以上実装可能であること。 

・コンソールポート形状は、ＲＪ－４５及びＭｉｎｉ－ＵＳＢが実装されていること。 

・拡張リダンダント電源を有すること。 

・物理スタックが実装されていること。又、筐体の液晶画面で状態確認可能なこと。 

・仮想スタック機能が実装されていること。 

・ＩＰｖ４／ＩＰｖ６ダイナミック／スタティックルーティング機能を有すること。 

・イーサネットリング機能を有すこと。 

・ＶＲＦ－Ｌｉｔｅ機能を有すこと。 

・複数のポートを束ねて（８ポート以上）帯域を拡張する機能を有すること。 

・スイッチング能力として最大１７０Ｇｂｐｓ以上のバックプレーンを有すること。 

・ＩＥＥＥ８０２．１ＤＳＴＰ、ＩＥＥＥ８０２．１ＷＳＴＰに対応していること。 

・ＱｏＳのの機能実装されていること。 

・タグ、ポート、ＭＡＣアドレス、サブネット、ボイス単位でＶＬＡＮを設定する機能を有すること。 

・最大ＶＬＡＮ数として、４，０９４ 以上をサポートしていること。 

・ＡＲＰスプーフィング防止機能を有すること。 

・ＩＥＥＥ８０２．１Ｘ認証機能を有すること。 

・ＮＴＰ又はＳＮＴＰクライアント機能が実装されていること。 
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・ＳＮＭＰエージェント機能が実装されていること。 

・スイッチ配下でループが発生した場合、障害の波及範囲を最小限に抑える為、Ｌ２ループ検出機能を有すること。 

・Ｓｙｓｌｏｇ機能が実装されていること。 

・遠隔設定可能な機能が実装されていること。 

・システムコンソールおよびネットワーク管理端末からメンテナンスが可能なこと。 

・機器設定内容保存が可能であること。 

・省電力機能を有していること。 

・定格入力電圧は１００－２４０ＶＡＣ（５０／６０）機能を有していること。 

・１９インチラックに搭載可能な寸法であること。 

・温度は、－５～５０℃での動作可能であること。 

・外部記憶媒体を利用し、挿入時に設定情報を自動的に投入し直ちに利用出来ること。 

・省電力機能を有していること。 

・定格入力電圧は１００－２４０ＶＡＣ（５０／６０）機能を有していること。 

・１９インチラックに搭載可能な寸法であること。 

 

（4） 棟メイン・スイッチ 

・ＩＥＥＥ８０２．３ａｂ １０００ＢＡＳＥ－Ｔ インターフェイスを最大２４ポート以上実装可能であること。 

・１０ＧＳＦＰ＋インターフェイスを最大４ポート以上実装可能であること。 

・物理スタックが実装されていること。又、筐体の液晶画面で状態確認可能なこと。 

・仮想スタック機能が実装されていること。 

・スタティックルーティング機能を有すること。 

・イーサネットリング機能を有すこと。 

・複数のポートを束ねて（８ポート以上）帯域を拡張する機能を有すること。 

・スイッチング能力として最大１２０Ｇｂｐｓ以上のバックプレーンを有すること。 

・ＩＥＥＥ８０２．１ＤＳＴＰ、ＩＥＥＥ８０２．１ＷＳＴＰに対応していること。 

・ＱｏＳのの機能実装されていること。 

・タグ、ポート、ＭＡＣアドレス、サブネット、ボイス単位でＶＬＡＮを設定する機能を有すること。 

・最大ＶＬＡＮ数として、４，０９４以上をサポートしていること。 

・ＡＲＰスプーフィング防止機能を有すること。 

・ＩＥＥＥ８０２．１Ｘ認証機能を有すること。 

・ＮＴＰ又はＳＮＴＰクライアント機能が実装されていること。 

・ＳＮＭＰエージェント機能が実装されていること。 

・スイッチ配下でループが発生した場合、障害の波及範囲を最小限に抑える為、Ｌ２ループ検出機能を有すること。 

・Ｓｙｓｌｏｇ機能が実装されていること。 

・遠隔設定可能な機能が実装されていること。 

・システムコンソールおよびネットワーク管理端末からメンテナンスが可能なこと。 

・機器設定内容保存が可能であること。 

・省電力機能を有していること。 

・定格入力電圧は１００－２４０ＶＡＣ（５０／６０）機能を有していること。 

・１９インチラックに搭載可能な寸法であること。 

・温度は、－５～５０℃での動作可能であること。 

 

（5） フロアーメイン・スイッチ 

・ＩＥＥＥ ８０２．３ａｂ １０００ＢＡＳＥ－Ｔインターフェイスを最大４８ポート以上実装可能であること。 

・１０ＧＳＦＰ＋インターフェイスを最大４ポート以上実装可能であること。又、各コアＳＷと接続用に必要数量の
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モジュールを含めること。 

・物理スタックが実装されていること。又、筐体の液晶画面で状態確認可能なこと。 

・仮想スタック機能が実装されていること。 

・スタティックルーティング機能を有すること。 

・イーサネットリング機能を有すこと。 

・複数のポートを束ねて（８ポート以上）帯域を拡張する機能を有すること。 

・スイッチング能力として最大１７０Ｇｂｐｓ以上のバックプレーンを有すること。 

・ＩＥＥＥ８０２．１ＤＳＴＰ、ＩＥＥＥ８０２．１ＷＳＴＰに対応していること。 

・ＱｏＳのの機能実装されていること。 

・タグ、ポート、ＭＡＣアドレス、サブネット、ボイス単位でＶＬＡＮを設定する機能を有すること。 

・最大ＶＬＡＮ数として、４，０９４以上をサポートしていること。 

・ＡＲＰスプーフィング防止機能を有すること。 

・ＩＥＥＥ８０２．１Ｘ認証機能を有すること。 

・ＮＴＰ又はＳＮＴＰクライアント機能が実装されていること。 

・ＳＮＭＰエージェント機能が実装されていること。 

・スイッチ配下でループが発生した場合、障害の波及範囲を最小限に抑える為、Ｌ２ループ検出機能を有すること。 

・Ｓｙｓｌｏｇ機能が実装されていること。 

・遠隔設定可能な機能が実装されていること。 

・システムコンソールおよびネットワーク管理端末からメンテナンスが可能なこと。 

・機器設定内容保存が可能であること。 

・省電力機能を有していること。 

・定格入力電圧は１００－２４０ＶＡＣ（５０／６０）機能を有していること。 

・１９インチラックに搭載可能な寸法であること。 

・温度は、－５～５０℃での動作可能であること。 

 

（6） 各部屋用・スイッチ 

・ＩＥＥＥ ８０２．３ａｂ １０００ＢＡＳＥ－Ｔ インターフェイスを最大 １６ポート以上実装可能であるこ

と。 

・ＳＦＰインターフェイスを最大２ポート以上実装可能であること。 

・１０ＧＳＦＰ＋インターフェイスを最大２ポート以上実装可能であること。 

・物理スタックが実装されていること。又、筐体の液晶画面で状態確認可能なこと。 

・仮想スタック機能が実装されていること。 

・スタティックルーティング機能を有すること。 

・イーサネットリング機能を有すこと。 

・複数のポートを束ねて（８ポート以上）帯域を拡張する機能を有すること。 

・スイッチング能力として最大７５Ｇｂｐｓ以上のバックプレーンを有すること。 

・ＩＥＥＥ８０２．１ＤＳＴＰ、ＩＥＥＥ８０２．１ＷＳＴＰに対応していること。 

・ＱｏＳのの機能実装されていること。 

・タグ、ポート、ＭＡＣアドレス、サブネット、ボイス単位でＶＬＡＮを設定する機能を有すること。 

・最大ＶＬＡＮ数として、４，０９４以上をサポートしていること。 

・ＡＲＰスプーフィング防止機能を有すること。 

・ＩＥＥＥ８０２．１Ｘ認証機能を有すること。 

・ＮＴＰ又はＳＮＴＰクライアント機能が実装されていること。 

・ＳＮＭＰエージェント機能が実装されていること。 

・スイッチ配下でループが発生した場合、障害の波及範囲を最小限に抑える為、Ｌ２ループ検出機能を有すること。 
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・Ｓｙｓｌｏｇ機能が実装されていること。 

・遠隔設定可能な機能が実装されていること。 

・システムコンソールおよびネットワーク管理端末からメンテナンスが可能なこと。 

・機器設定内容保存が可能であること。 

・省電力機能を有していること。 

・定格入力電圧は１００－２４０ＶＡＣ（５０／６０）機能を有していること。 

・１９インチラックに搭載可能な寸法であること。 

・温度は、－５～５０℃での動作可能であること。 

 

（7） ＰｏＥスイッチ 

・レイヤ２ＰｏＥ・スイッチ以上で省電力設計であること。 

・動作温度は０～５０℃以上に対応していること。 

・ＣＰＵ使用率を１００％使用しないように対策がとれていること。 

・最大パケット転送能力（装置全体／６４Ｂｙｔｅ）が４１Ｍｐｐｓ以上有すること。 

・ＰｏＥ給電能力は、最大２３８Ｗ以上であること。 

・１０／１００Ｂａｓｅ－ＴＸ／１０００Ｂａｓｅ－Ｔインターフェースを２４ポート以上有すること。 

・ＳＦＰスロットはＳＦＰモジュールを４個以上実装されており、Ｔインターフェイスと独立で利用できること。 

・ストームコントロールの閾値設定値超過時には設定ポートの閉塞が可能なこと。 

・ＬＡＣＰ又はＰＡｇＰを利用して、筐体跨ぎの任意モジュール及びポートでのグループ化が出来ること。 

・リンクアグリゲーション機能において、任意のモジュール及びポートの組み合わせでグループ化が出来ること。同

一モジュール内のみ可能というような制限がないこと。 

・ＭＬＤｖ１／ｖ２スヌーピング機能を有すること。 

・ＮＴＰ又はＳＮＴＰクライアント機能が実装されていること。 

・ＧＵＩ設定が可能であること。 

 

（8） 無線アクセスポイント管理ツール 

・一つの管理ソフトでアクセスポイント、スイッチングハブ、ＮＡＳの死活監視、ログ収集、ＩＰアドレス変更ができ

ること。 

・ローカルのネットワークのみで使用が可能であり、使用する際にインターネット（クラウド）と通信が不要であるこ

と。 

・ハードウェアコントローラー不要でソフトウェアによって管理機能を実現できること。 

・遠隔地からＶＰＮ接続をしていないネットワークのアクセスポイントを管理可能なこと。 

・不正ＡＰ検知ができること。 

・不正ＡＰについて、なりすましＡＰと無許可ＡＰを区別して検知できること。 

・ＡＰが子機と通信している状態で全チャンネルで不正ＡＰ検知のスキャンができること。 

・時間を指定して不正ＡＰ検知のスキャンができること。 

・３，０００台のＡＰで同時に不正ＡＰ検知機能を使用できること。＂ 

・電波環境を見える化できること。 

・Ｗｉ－Ｆｉだけではなく、非Ｗｉ－Ｆｉの干渉波も見える化できること。 

・子機と通信している状態で、使用中のチャンネルの見える化をできること。＂ 

・追加ライセンス不要で５年以上使用可能なこと。 

・最大３，０００台のアクセスポイントを一つの管理ソフトで管理できること。 

・無線ＬＡＮ端末の接続数を日別・時間別で集計できること。 

・複数のアクセスポイントをグループ化できること。グループ内のアクセスポイントに共通の設定を一括でできること。

グループ内のアクセスポイント同士でチャンネルや電波強度を自動調整できること。 
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・アクセスポイントを緊急時モード（あらかじめ設定した災害等の非常時用のＳＳＩＤを出力する状態）へ一括切替で

きること。 

・緊急時モードへの切替はアクセスポイント本体の操作によってもできること。 

 

（9） 無線ＬＡＮアクセスポイント 

・ＤＦＳを発生させるレーダー波を検知する専用アンテナをアクセスポイントに内蔵し、レーダー波検知時に６０秒

間の無線停止をさせずに瞬時にチャンネル切り替えができること。 

・Ｅｎｈａｎｃｅｄ Ｏｐｅｎに対応していること。 

・ＷＰＡ３ Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅに対応していること。１９２－ｂｉｔセキュリティモードに対応していること。 

・ＷＰＡ３ Ｐｅｒｓｏｎａｌに対応していること。 

・ゲートウェイ機能の配下で利用できるアクセスポイントであること。 

・特定のＳＳＩＤに接続した端末が同じまたは異なるＳＳＩＤに接続した端末、有線接続している端末と相互通信を

不能とする来客用のＳＳＩＤをスイッチングハブのＶＬＡＮ設定不要で設定可能なこと。 

・壁掛け設置時に－１０℃～５０℃、湿度１０～９０％（結露無きこと）で動作可能なこと。 

・天井設置時に－１０℃～４５℃、湿度１０～９０％（結露無きこと）で動作可能なこと。 

・ネットワーク管理ソフトウェアを併用することで、アクセスポイント周辺の電波使用状況を確認し、Ｗｉ－Ｆｉと

非Ｗｉ－Ｆｉを区別しての電波使用率表示や、各チャンネルスコアの表示、最適なチャンネルの提示ができること。 

・５ＧＨｚ帯に２５６台、２．４ＧＨｚ帯に２５６台の端末を同時に接続できること。 

・各無線周波数帯への端末の接続を分散するよう自動的に振り分け、それぞれの接続台数を最適化することが可能な

こと。 

・ネットワーク管理ソフトウェアと組み合わせることで下記が可能なこと。 

１．なりすましＡＰと無許可ＡＰを区別して検知できること。 

２．子機と通信している状態にて全チャンネルで不正ＡＰ検知のスキャンができること。 

３．時間を指定して不正ＡＰ検知のスキャンができること。 

４．３，０００台のＡＰで同時に不正ＡＰ検知機能を使用し、ネットワーク管理ソフトウェアで一括表示できるこ

と。 

・ローミング支援、ＡＰ間協調機能を有すること 

・無線の送受信ストリーム数は、５ＧＨｚと２．４ＧＨｚともに４ストリームに対応していること。 

・最長７年間の保守があること。 

・シリアルポート／Ｔｅｌｎｅｔ／ＳＳＨからコマンドラインインターフェースを操作できること。 

・同一周波数帯の異なるＳＳＩＤにそれぞれ異なるＲＡＤＩＵＳサーバーのＩＰアドレスまたはホスト名を指定でき

ること。 

・特定のＳＳＩＤの通信を優先させる機能を持つこと。 

・８０２．１１ａｃ Ｗａｖｅ２に対応していること 

・無線ＬＡＮアクセスポイント設定画面（Ｗｅｂ－ＧＵＩ）が英語に対応していること。 

・ネットワーク管理ソフトを併用することで複数ＡＰ間で最適なチャンネルや電波強度が自動選択できること。 

・あらかじめ設定した災害等の非常時用のＳＳＩＤに簡単に切り替えられること。 

緊急時モードへの切り替えは、ネットワーク管理ソフトウェア、ＡＰ本体双方からできること。 

・セキュリティーケースを併用することで、ＬＡＮポートや電源ボタンに対するいたずらを防止できること。 

セキュリティーカバーには鍵をかけられること。 

・ＲＡＤＩＵＳサーバー機能を内蔵していること。 

・無償で５年間の保証があること。 

・設定した時間のみＳＳＩＤを送出するようにスケジュールを組むことができること。 

・周囲のＷｉ－Ｆｉや非Ｗｉ－Ｆｉの干渉波を検知して自動的に最適なチャンネルに切り替える機能を有しているこ

と。 
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・各端末のスループットが公平になるように制御を行う機能を有していること。 

・子機接続中はオートチャンネル機能によるチャンネル変更が発生しないように設定できること 

・８０２．１１ａｃ Ｗａｖｅ ２規格に準拠しマルチユーザ－マルチ入力マルチ出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）技術を最大

３ストリーム以上実装していること。 

・ＩＥＥＥ ８０２．１１ａ／ｂ／ｇ／ｎ／ａｃ利用し、２．４／５Ｇｈｚを同時利用出来ること。 

・最高４ｄＢの追加利得と１０ｄＢの干渉軽減を対応したスマートアンテナを実装していること。 

・アンテナは、完全全方向偏波ダイバーシティを実装していること。又、各周波数で６０以上の一意アンテナパターン

を提供するアダプティブアンテナを実装していること。 

・重量は０．４ｋｇ以下であること。 

・ＰｏＥはＩＥＥＥ８０２．３ａｆ準拠し受電可能であること。 

・１０／１００／１０００Ｍｂｐｓのポートを２個、うち１ポートはＰＯＥポートを有すること。 

・ＵＳＢ２．０ポートを１つ以上有すること。 

・８０２．１ｘポートベース認証機能を有すること。 

・無線利用端末が１００台以上接続可能なこと。 

・ＳＮＭＰｖ１、２、３に対応していること。 

・ＧＵＩ・ＣＬＩで設定可能なこと。 

・取付金具を利用なしで、機器標準取付穴で天井や壁取付できること。 

・５０℃での環境で動作可能であること。 

 

（10） ネットワークソフト機器管理ソフト（一式） 

・ＳＮＭＰプロトコルにより上記ネットワーク機器全てを監視できること。 

・２４時間・３６５日実行し、ネットワーク使用パラメータを記録できること。また、記録データは、履歴レポートの

為にデータベースに保存できること。 

・ＷＥＢベースのユーザインターフェイスで、監視対象のデバイスやセンサーを設定できること。 

・障害の発生と同時に、Ｅ－ｍａｉｌ等の方法で、アラートを送信できること。 

・Ｓｙｓｌｏｇサーバ機能を有すること。 

・死活監視機能を有すること。 

・仮想ライセンスを含め必要数を含めること。 

・府内の同規模での導入実績（７年以内）を証明できること。 

 

（12） 完成図書 

・各種法令を厳守してＬＡＮ配線作業を行い、施工後に下記試験成績データを提出すること。 

・ＵＴＰケーブル試験方法は、ＴＳＢ－９５により使用測定器は確度レベルⅡ－Ｅに準拠した測定器を使用すること。 

テスト項目は下記通りとする。 

ワイヤーマップ、ケーブル長、信号減衰量、ＮＥＸＴ、ＥＬＦＥＸＴ、ＰＳＥＬＦＥＸＴ、 

反射減衰量、伝搬遅延時間、伝搬遅延時間差 

・公共建築工事標準仕様書（電気設備編）第１編１．２．４工事の記録に記載しているものほか次による。 

・工事記録写真は、工事全般にわたって施工状況及び試験結果が確認できるよう撮影し整理編集しておく。 

・工事記録写真として写真帳に添付する写真は、カラープリント（サービス版）程度とし、Ａ４版アルバムに整理して

監督職員に提出すること。 

・撮影に使用するデジタルカメラ及び写真の仕様は、被写体の内容（文字の判読など）が撮影目的を達成させられる機

能・精度を有すること。＂ 

・提出用写真は、サービス版程度とし、施工内容などを記入した説明文を添えてＡ４版用紙に整理したものとする。な

お、印刷した提出写真は、工事完成後３年間程度は顕著な劣化が生じない様配慮すること。＂ 

以下の図書を完成図書として、２部紙媒体で提出し、１部電子媒体で提出すること。 
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① 基本設計書 

② 詳細設計書 

③ ネットワーク構成図 

④ 物理配線図 

⑤ パラメータシート 

⑥ 運用マニュアル＂ 

・完成図書として ＣＡＤ、Ｖｉｓｉｏ、ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ等各種ファイルとＰＤＦ変換したものをＣＤ－Ｒに

保存し、１枚提出すること。＂ 

・試験成績データを２部提出すること。 

 

 

9.  運用支援 

 

• 研修 

納品後、学校担当者に対して以下の研修及び納品検収説明を実施すること。 

（1） 各システムの操作使用方法 

（2） 各機器の操作使用方法 

（3） ネットワーク構成 

（4） その他学校担当者より依頼される要望事項 

 

• 納品及び納品物 

（1） ドキュメントを印刷物及び電子データにて提出すること。 

・ 設定手順書 

・ 各システムの運用マニュアル 

・ 各システムの障害対応マニュアル（サポート体制図） 

・ ネットワーク構成図 

・ 納品物一覧 

（2） 事前に本校担当者と協議し、希望日までに納品すること。 

（3） 納品時不測の事態が発生した場合は担当者へ速やかに連絡を行うこと。 

（4） 受託業者は引渡し時、各担当者へ動作確認を行い検証し引渡し完了とすること。 

（5） 引渡し時、運用マニュアルには納品物品、システム構成、システム運用方法等必要情報を明記し提出すること。 

 

 

10.  保守 

今回導入される全システムが常に正常な機能を維持できるように、障害時保守対象となるハード及びシステムを受託期間内のサ

ポートを本仕様に含むものとする。 

 

保守要件 

（1） ハードウエアを常に良好な状態に保つためハードウエアに精通し且つ日本語で対応可能な保守要員による保守体制

を取ること。また、責任体制を明確にし、体制表を提出すること。 

（2） ハードウエア（サーバ、プリンター）に対する障害については平日９：００～１７：００（日・祝日除く）までの間

対応可能なサポート体制を取ること。また、現地対応体制として学校側の連絡により４時間以内にサポート要員を到

着させること。 

（3） ハードウェア（上記２に含まない製品）については、障害内容に伴い、別途協議とすること。 

（4） ネットワーク機器については、契約期間内の後出しセンドバック保守費用を含めること。 
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（5） 障害対応時は速やかに修理し報告すること。尚、ソフトウエア・ネットワーク等の関連から障害の特定が利用者から

困難な場合でもトータル的な保守の下に、原因の特定化と迅速且つ適切な対応を行うこと。 

（6） 機器について契約期間においては当該機種及びそれを構成する部品の調達が保証されていること。但し製造メーカ

ーにおいて該当部品供給がなされない場合は除外する。 

（7） サーバ及びサーバに関連するハードウエアに関しては年２回技術員が訪問し、動作確認を行い正常動作確認を行う

こと。 

（8） 納品したハード及びソフトウエア、システムの製造メーカーの問い合わせ先をまとめ報告すること。 

（9） 本校のシステム管理者が、外部よりＳＳＬ－ＶＰＮを利用しサーバ保守業務ができること。 

（10） 導入後、システムの円滑な運用を目的とし、年に２回程度の定例会を実施すること。 

（11） 受託業者は学校側からのサポート受付にフリーダイヤルを設ける。フリーダイヤル受付の対象を下記とすること。 

電話受付時間・・・・・・・ 月～金 ９：００～１９：００ 土  ９：００～１２：００  １３：００～１７：

１５（日曜日・祝祭日除く） 

① ハードウエア 

サーバ、パソコン、ワークステーション、プリンタの障害対応受け付け、障害切り分けを行うこと。 

② システム 

認証システム（ＡＤ）、校務支援システム、図書館システム、文書管理システム、学内ポータル 

保守の適用除外 

（1） 受託者の許諾のない、改造及びまたは本仕様書外の機器及びソフトウエアのサポート 

（2） 天災及び不可抗力による事故 

（3） 学校側の過失により障害及び事故 

一定の期間使用されたサプライ品等の摩耗、消耗に対する品質保証。（メーカー保証内は初期不良として交換） 

 

 

11. 付属資料 

ネットワーク図 

校舎全体図 

主要機器一覧及び教室別アプリケーション一覧表 

 

 

○特記事項 

京都府立学校情報セキュリティ対策基準に基づいたシステム構成とすること。 

（１） ソフトウェアのインストール及び動作環境の設定を行い、適切なシステムを構築すること。 

（２） コンピュータ教室のネットワーク構成及び校内のネットワーク構成図を作成すること。 

（３） コンピュータ機器の取扱説明会を開催すること。 

（４） ウィルス対策ソフトは、賃貸借期間において常に最新の定義ファイルに自動で更新ができるよう更新ライセンスを

含めたシステムとすること。 

（５） 賃貸借期間が満了したときは、受託業者の費用で契約物件を引き取り、適法に廃棄すること。 その際、ハードディ

スクは内部データを消去すること。 


